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千
葉
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
、
何
か
で
悩

ん
だ
り
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
く
な
る

と
、
よ
く
小
湊
鐵
道
に
乗
り
に
行
っ
た
。

房
総
半
島
を
走
る
小
湊
鐵
道
は
、
Ｊ
Ｒ
内

房
線
の
五
井
駅
で
乗
り
換
え
。「
木
造
の
駅

舎
と
か
、
ど
ん
ど
ん
山
の
奥
に
入
っ
て
い
く

車
窓
の
景
色
が
か
な
り
い
い
よ
」
と
当
時
の

担
当
教
授
に
教
え
て
も
ら
い
、
大
学
三
年
生

の
あ
る
時
、
思
い
切
っ
て
ひ
と
り
で
乗
り
に

い
っ
て
み
た
。
目
的
地
に
行
く
た
め
の
交
通

手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
た
だ
「
乗
る
」
こ

と
を
目
的
に
鉄
道
に
乗
る
の
は
初
め
て
の
経

験
だ
っ
た
。

当
時
何
を
そ
ん
な
に
悩
ん
で
い
た
の
か
、

詳
細
は
覚
え
て
い
な
い
。
け
れ
ど
、
お
そ
ら

く
そ
の
大
半
が
進
路
か
恋
愛
か
人
間
関
係
│

│
つ
ま
り
は
学
生
時
代
に
み
ん
な
が
悩
む
、

そ
う
い
う
種
類
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
で
こ
そ

些
細
な
こ
と
と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
そ
の
頃
の
私
に
は
一
大
事
だ
っ
た
悩
み

の
数
々
。
中
で
も
、
作
家
に
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
強
く
て
、
自
分
が
将
来
ど
う
な

る
の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
に
た
び
た
び
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

山
梨
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
千

葉
は
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
だ
っ
た
が
、

小
湊
鐵
道
の
車
窓
に
広
が
る
田
園
風
景
に
そ

の
認
識
が
改
ま
っ
て
い
く
。
故
郷
の
景
色
と

は
違
う
の
に
、
そ
れ
で
も
無
性
に
〝
懐
か
し

い
〞。
そ
の
当
時
の
親
友
や
恋
人
や
│
│
自

分
の
大
切
な
人
た
ち
に
こ
の
景
色
を
見
せ
た

い
と
思
え
る
と
、
そ
の
時
々
に
悩
ん
で
い
た

気
持
ち
が
不
思
議
と
す
っ
と
消
え
て
い
く
。

悩
み
は
人
に
周
り
の
景
色
を
忘
れ
さ
せ
、

季
節
感
を
奪
う
。
あ
る
時
、
読
み
か
け
の
本

か
ら
顔
を
上
げ
、
窓
の
外
に
養
老
渓
谷
の
紅

葉
を
見
て
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
息
を
呑
ん

だ
。季
節
が
秋
で
あ
る
こ
と
さ
え
、そ
の
頃
の

私
は
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

今
、
大
人
に
な
っ
て
、
私
は
再
び
あ
の
沿

線
付
近
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

六
年
前
に
生
ま
れ
た
長
男
が
大
の
ぞ
う
好

き
に
な
り
、
市
原
市
に
あ
る
動
物
園
「
市
原

ぞ
う
の
国
」
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
行
く
と
、
近
く
の
養
老
渓
谷
の
温
泉
旅

館
に
泊
ま
る
こ
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
蛍
が
見
ら
れ
る
初
夏
と
、
紅
葉
の
美
し

い
秋
に
は
特
に
よ
く
行
く
。

小
湊
鐵
道
の
思
い
出

辻
村
深
月

イラスト・岡林玲
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東
京
か
ら
市
原
ま
で
は
い
つ
も
夫
が
運
転

す
る
車
だ
が
、
車
が
小
湊
鐵
道
の
踏
切
に
差

し
掛
か
る
と
、
列
車
が
通
っ
て
く
れ
な
い
か

な
、
と
つ
い
期
待
し
て
し
ま
う
。
思
い
が
通
じ

る
の
か
、
不
思
議
と
遭
遇
で
き
る
率
が
高
い
。

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
真
ん
中
を
や
っ
て

く
る
列
車
に
、
後
部
座
席
の
子
ど
も
た
ち
が

「
わ
あ
ー
近
い
！
」「
こ
の
電
車
、
お
も
ち
ゃ

み
た
い
で
か
わ
い
い
」
と
声
を
上
げ
る
。
走

り
去
る
そ
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な
は

ず
な
い
の
だ
け
ど
、
あ
の
頃
の
自
分
が
中
に

乗
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
周
り
の
景
色
が
見

え
な
い
く
ら
い
俯
い
て
い
た
あ
の
日
の
ど
こ

か
で
、
私
た
ち
家
族
の
乗
る
車
が
こ
ん
な
ふ

う
に
踏
切
の
前
に
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
、
と
。

小
湊
鐵
道
の
〝
懐
か
し
さ
〞
の
中
で
は
、

不
思
議
と
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
気

が
す
る
。

こ
れ
か
ら
先
の
自
分
が
ど
う
な
る
の
か
、

不
安
で
俯
く
当
時
の
私
に
、
車
の
中
か
ら

そ
っ
と
、「
な
か
な
か
楽
し
い
よ
」
と
呼
び
か

け
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
過
去
の
自
分
と
出
会

え
る
日
も
必
ず
来
る
か
ら
ど
う
か
た
っ
ぷ
り

悩
ん
で
ね
、
と
心
の
中
で
エ
ー
ル
を
送
る
。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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つ
じ
む
ら 

み
づ
き

作
家
。
山
梨
県
出
身
。
２
０
０
４
年
﹃
冷
た
い
校
舎
の
時
は
止
ま
る
﹄

で
第
31
回
メ
フ
ィ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
デ
ビ
ュ
ー
。
11
年
﹃
ツ
ナ
グ
﹄
で

第
32
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
、
12
年
﹃
鍵
の
な
い
夢
を
見
る
﹄
で

第
１
４
７
回
直
木
三
十
五
賞
を
受
賞
。
著
書
に
﹃
子
ど
も
た
ち
は
夜

と
遊
ぶ
﹄﹃
凍
り
の
く
じ
ら
﹄﹃
ぼ
く
の
メ
ジ
ャ
ー
ス
プ
ー
ン
﹄﹃
ス
ロ

ウ
ハ
イ
ツ
の
神
様
﹄﹃
ゼ
ロ
、
ハ
チ
、
ゼ
ロ
、
ナ
ナ
。﹄﹃
島
は
ぼ
く
ら

と
﹄﹃
家
族
シ
ア
タ
ー
﹄﹃
朝
が
来
る
﹄
な
ど
。
近
著
に
﹃
ク
ロ
ー
バ
ー

ナ
イ
ト
﹄﹃
か
が
み
の
孤
城
﹄
が
あ
る
。
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地
域
と
と
も
に
発
展
し
た
二
つ
の
鉄
道

群
馬
県
に
は
三
つ
の
中
小
地
方
鉄
道
が
あ

る
。
上
信
電
鉄
、
上
毛
電
気
鉄
道
（
上
毛
電

鉄
）、
旧
国
鉄
足
尾
線
で
第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
昭
和
63
年
に
設
立
さ
れ
た
わ
た
ら
せ
渓

谷
鐵
道
の
３
社
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
公
」

に
よ
る
経
営
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
上
信

電
鉄
、
上
毛
電
鉄
に
は
そ
の
維
持
・
再
生
に

向
け
て
「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
に
よ
る

公
的
支
援
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

上
信
電
鉄
は
明
治
28
年
に
設
立
（
設
立
当

時
は
上こ

う
づ
け野
鉄
道
）、
明
治
30
年
に
旧
国
鉄
と

接
続
す
る
高
崎
駅
か
ら
下
仁
田
駅
ま
で
全

33
・
７
㎞
が
開
業
し
た
。
現
存
す
る
日
本
の

地
方
民
鉄
で
は
、
伊
予
鉄
道
に
次
い
で
２
番

目
に
早
い
開
業
と
な
る
。
生
糸
や
材
木
、
こ

ん
に
ゃ
く
な
ど
の
産
出
品
を
運
ぶ
た
め
に
計

画
さ
れ
た
路
線
で
、
貨
客
混
載
で
運
行
さ
れ

た
。
大
正
13
年
に
は
早
く
も
全
線
を
電
化
し

て
輸
送
力
増
強
を
果
た
し
、
県
西
地
域
の
産

業
発
展
を
牽
引
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

上
毛
電
鉄
は
大
正
15
年
に
設
立
、
昭
和
３

年
に
中
央
前
橋
駅

－

西
桐
生
駅
25
・
４
㎞
が

開
業
し
た
。
鉄
道
が
な
か
っ
た
赤
城
南
麓
地

域
に
と
っ
て
は
待
望
の
開
業
で
あ
り
、
昭
和

7
年
に
は
東
武
鉄
道
桐
生
線
が
延
伸
し
て
新

大
間
々
（
現
・
赤
城
）
に
接
続
、
東
武
鉄
道

経
由
で
東
京
と
つ
な
が
っ
た
。

両
社
と
も
戦
後
の
混
乱
期
を
除
き
、
地
域

の
発
展
と
と
も
に
輸
送
人
員
は
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
40
年
代

に
入
る
と
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

や
少
子
化
、
地
場
産
業
の
衰
退
な
ど
鉄
道
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
、
上
毛
電

鉄
は
昭
和
40
年
度
の
９
５
８
万
人
を
ピ
ー
ク

に
、
上
信
電
鉄
は
昭
和
41
年
の
８
１
７
万
人

を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
に
転
じ
て
い
っ
た
。

「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
の
公
的
支
援

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
昭
和
49
年
度
以

降
、
経
常
損
失
が
恒
常
化
し
た
上
毛
電
鉄

は
、
昭
和
51
年
度
よ
り
国
と
県
か
ら
「
鉄
道

軌
道
欠
損
補
助
」
を
受
け
、
安
定
し
た
運
営

と
必
要
な
施
設
改
善
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
平
成
７
年
度
に
、
国
に
よ
る
欠
損

補
助
を
平
成
９
年
度
を
期
限
に
廃
止
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
上
毛
電
鉄
は
廃
線
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
た
。

安
全
輸
送
を
維
持
す
る
上
で
、
上
毛
電
鉄

の
事
業
費
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は
す
で

に
限
界
に
達
し
て
い
た
。
一
方
で
、
減
少
し

た
と
は
い
え
、
通
学
生
を
中
心
に
年
間

３
１
７
万
人
（
当
時
）
の
利
用
が
あ
り
、
バ

ス
輸
送
で
代
替
は
で
き
な
い
。
存
続
を
願
う

機
運
も
高
ま
り
、
県
と
沿
線
市
町
村
、
関
連

事
業
者
は
「
上
毛
線
再
生
等
検
討
協
議
会

（
現
・
上
毛
線
再
生
協
議
会
）」
を
組
織
し
、

お
よ
そ
２
年
の
歳
月
を
か
け
、
欠
損
補
助
に

代
わ
る
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。
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群馬県県土整備部交通政策課
補佐（鉄道振興係長）

萩原則夫
Norio HAGIWARA

特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

鉄道を道路と同じ「社会資本」とみなし、
その維持・管理については「公」が負担する――
モータリゼーションの急速な進展で輸送人員が大きく落ち込み、
経営困難に陥った上毛電気鉄道に、
平成 10 年、「群馬型上下分離」方式による公的支援制度が導入された。
同制度は翌 11 年に上信電鉄にも適用され、両社の鉄道存続を支えている。
制度誕生からおよそ 20 年が経過して、

「群馬型上下分離」方式の導入経緯をあらためて振り返るとともに、
鉄道を維持していくための公的支援と施策について、
群馬県県土整備部交通政策課にお話を伺った。

公的支援の嚆矢―
 「群馬型上下分離」による
鉄道維持の取り組み

REPORT.Ⅰ
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そ
し
て
平
成
10
年
、
全
国
に
先
駆
け
、
施

設
整
備
お
よ
び
維
持
に
要
す
る
経
費
を
公
費

で
負
担
す
る
「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
に

よ
る
公
的
支
援
が
上
毛
電
鉄
に
導
入
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
、
当
時
の
県
議
会
に
お
い
て
小
寺
弘
之
知

事
は
「
鉄
道
基
盤
は
社
会
資
本
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
導
入
す
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

地
方
鉄
道
の
維
持
存
続
支
援
策
の
一
つ

に
、
鉄
道
基
盤
の
保
有
・
管
理
主
体
（
下
）

と
列
車
の
運
行
主
体
（
上
）
を
分
離
す
る
上

下
分
離
が
あ
る
が
、
一
般
的
な
上
下
分
離
は

下
を
公
的
主
体
が
担
い
、
鉄
道
事
業
者
は
輸

送
事
業
に
専
念
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
群
馬

型
上
下
分
離
は
、
上
下
の
主
体
は
一
体
の
ま

ま
で
下
に
関
わ
る
経
費
の
み
を
自
治
体
が
公

的
支
援
す
る
、
い
わ
ば
費
用
負
担
に
お
け
る

上
下
分
離
と
な
っ
て
い
る
。

「
下
」
に
関
わ
る
具
体
的
な
公
的
支
援
は

「
近
代
化
設
備
整
備
費
補
助
」
と
「
鉄
道
基

盤
設
備
維
持
費
補
助
」、
そ
れ
に
「
固
定
資

産
税
等
相
当
額
補
助
」
の
三
つ
。
近
代
化
設

備
整
備
費
補
助
は
、
国
庫
補
助
対
象
設
備
の

う
ち
安
全
対
策
設
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

国
・
県
・
鉄
道
事
業
者
が
３
分
の
１
ず
つ
負

担
し
て
い
た
仕
組
み
を
、
鉄
道
事
業
者
負
担

分
を
市
町
村
が
全
額
肩
代
わ
り
し
、
一
般
設

備
に
つ
い
て
は
鉄
道
事
業
者
が
５
分
の
３
負

担
し
て
き
た
も
の
を
県
・
市
町
村
が
全
額
肩

代
わ
り
す
る
。
国
庫
補
助
対
象
外
設
備
に
つ

い
て
も
、
事
業
者
負
担
な
し
と
な
っ
た
。

な
お
、
近
代
化
補
助
制
度
は
、
平
成
20
年

度
に
「
鉄
道
軌
道
輸
送
高
度
化
事
業
費
補

助
」
に
改
組
さ
れ
、
平
成
21
年
度
秋
の
行
政

刷
新
会
議
で
事
業
仕
分
け
さ
れ
た
結
果
、
補

助
対
象
設
備
を
安
全
対
策
に
特
化
す
る
な
ど

の
整
理
が
行
わ
れ
、「
鉄
道
軌
道
輸
送
対
策

事
業
費
補
助
」
に
変
更
さ
れ
た
。
現
在
で

は
、「
鉄
道
施
設
総
合
安
全
対
策
事
業
」
お

よ
び
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
」
の
枠
組
み
の
中
で
、「
鉄
道
軌
道
安
全

輸
送
設
備
等
整
備
事
業
」
と
し
て
、
レ
ー

ル
、
枕
木
、
落
石
等
防
護
設
備
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
、

車
両
な
ど
が
補
助
対
象
設
備
と
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
鉄
道
基
盤
設
備
維
持
費
補
助
は
群

馬
型
上
下
分
離
独
自
の
補
助
制
度
で
あ
り
、

イ
ン
フ
ラ
部
分
を
社
会
資
本
と
み
な
し
、「
線

路
保
存
費
」「
電
路
保
存
費
」「
車
両
保
存

費
」
を
県
と
市
町
村
が
補
助
。
固
定
資
産
税

等
相
当
額
補
助
も
イ
ン
フ
ラ
部
分
を
社
会
資

本
と
み
な
し
、
市
町
村
が
全
額
負
担
す
る
。

上
毛
電
鉄
は
、
平
成
10
年
度
を
初
年
度
と

す
る
５
カ
年
の
第
1
期
経
営
再
建
計
画
を
策

定
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
上
毛
線
再
生
等
検

討
協
議
会
は
「
上
毛
線
再
生
基
本
方
針
」
を

定
め
て
公
的
支
援
を
開
始
し
た
。

一
方
、
上
信
越
自
動
車
道
が
開
通
し
た
平

成
５
年
度
以
降
、
利
用
者
が
激
減
し
た
上
信

電
鉄
に
対
し
て
は
、
平
成
10
年
に
「
上
信
電
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

群馬県県土整備部交通政策課
主幹

井澤悟志
Satoshi IZAWA

通勤・通学利用客で混み合う朝の上信電鉄高崎駅ホーム



鉄
沿
線
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
が
組
織
さ

れ
、
翌
11
年
度
か
ら
、「
群
馬
型
上
下
分
離
」

方
式
に
よ
る
公
的
支
援
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。

制
度
上
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
鉄
道
設
備
の
近
代
化
や
輸
送
環

境
の
整
備
に
要
す
る
費
用
が
支
援
さ
れ
、
事

業
者
は
鉄
道
の
安
全
運
行
と
経
営
の
改
善
に

全
力
で
取
り
組
め
る
こ
と
に
あ
る
。

経
営
再
建
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
５
年
ご
と
に

作
成
す
る
が
、
鉄
道
基
盤
設
備
維
持
費
補
助

に
つ
い
て
は
、
上
毛
電
鉄
は
前
年
度
実
績
、

上
信
電
鉄
は
（
現
在
は
）
当
該
年
度
実
績
に

基
づ
き
補
助
金
額
が
算
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

上
信
電
鉄
は
第
１
期
経
営
再
建
計
画
を
10
カ

年
で
作
成
し
、
第
２
期
か
ら
５
年
ご
と
の
作

成
と
し
た
が
、
第
３
期
経
営
再
建
計
画
に
つ

い
て
は
計
画
期
間
を
４
カ
年
と
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
２
社
が
計
画
期
間
を
揃
え
て
再

建
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

「
鉄
道
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
補
助
対
象
項
目
の
支
出
に
つ
い
て
書
類

審
査
を
行
い
、
補
助
の
妥
当
性
を
判
断
、
か

つ
経
費
節
減
を
促
し
て
い
る
」
と
、
県
土
整

備
部
交
通
政
策
課
の
萩
原
則
夫
補
佐
は
語

る
。鉄

道
技
術
の
専
門
知
識
を
持
つ
職
員
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
た
め
、「
審
査
で
そ
の
妥
当

性
の
判
断
に
苦
心
す
る
こ
と
も
あ
り
、
鉄
道

事
業
者
と
の
よ
り
密
接
な
情
報
交
換
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
」（
萩
原
補
佐
）
と
い
う
。

ま
た
、
経
営
主
体
を
分
離
し
な
い
群
馬
型

上
下
分
離
で
は
、「
事
故
や
災
害
な
ど
で
設

備
に
被
害
が
出
た
際
に
も
、
迅
速
な
対
応
が

取
り
や
す
い
」
が
、「
事
業
者
負
担
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
設
備
に
お
け
る
事
業
者
サ

イ
ド
の
コ
ス
ト
削
減
意
識
が
働
き
に
く
く
、

補
助
額
を
上
限
額
で
捉
え
が
ち
な
傾
向
が
あ

る
」（
萩
原
補
佐
）
の
も
否
め
な
い
。

さ
ら
に
、
鉄
道
基
盤
設
備
維
持
費
補
助

は
、
鉄
道
事
業
経
常
損
失
額
を
上
限
に
補
助

金
額
が
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
鉄
道
利
用

が
増
え
て
運
輸
収
入
が
増
え
る
と
、
補
助
金

が
計
上
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
。
実

際
に
、
富
岡
製
糸
場
の
世
界
遺
産
登
録
で
運

賃
収
入
が
大
幅
に
増
加
し
た
上
信
電
鉄
に

は
、
平
成
26
年
度
、
同
補
助
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
。
企
業
努
力
に
よ
っ
て
結
果
を
出
せ

た
と
き
に
補
助
金
が
出
な
い
の
で
は
、
事
業

者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
な
が
ら
な
い
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

群
馬
型
上
下
分
離
導
入
後
の
公
的
支
援
総

額
は
平
成
28
年
度
ま
で
の
約
20
年
間
で
、
上

毛
電
鉄
に
対
し
て
63
・
８
億
円
、
上
信
電
鉄

に
対
し
て
43
・
４
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
に
対
す
る
公
的
支
援
は
、
安
全
で

安
定
的
な
鉄
道
運
行
を
維
持
す
る
の
が
目

的
。
し
か
し
、
20
年
が
経
過
し
て
、
ク
ル
マ

社
会
の
群
馬
で
は
、『
鉄
道
会
社
へ
の
支
援
』

と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
県
民

の
皆
さ
ん
に
地
域
住
民
の
足
を
守
る
た
め
の

公
的
支
援
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
県
土
整
備
部
交
通

政
策
課
の
井
澤
悟
志
主
幹
は
語
る
。
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群馬県県土整備部交通政策課
企画調査係長

松田隆行
Takayuki MATSUDA

■群馬型上下分離の支援スキーム

「下」は道路と同じ社会資本とみなす
（※）ただし、「鉄道事業経常損失額－固定資産税相当額補助金」を上限とする
（＊）国庫補助：鉄道軌道安全輸送設備等整備事業（旧：近代化補助）

上 列車の運行経費

経
営
主
体
は
分
離
せ
ず

下

鉄道設備の整備費

鉄道基盤設備維持費（※）

固定資産税等相当額補助

鉄道基盤設備維持費補助

輸送対策事業費補助

事業者の経営努力

公
的
支
援

国庫補助対象（＊）

輸送の安全の向上を図るための設備整備

線路、電路及び車両維持に係る修繕費等
線路保存費／電路保存費／車両保存費

鉄道事業資産にかかわる税金
鉄道事業に係る固定資産税等相当

固定資産税／都市計画税

国庫補助対象外

1／3 1／3 1／3 0

ー 1／2 1／2 0

ー 3／5 2／5 0

ー ー 10／10 0

事業者市町村県国
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

鉄道の公共性から経営分離を考える

　「経営を分離する」考え方は、昭和 50年代から上信電鉄社内で
も進められていました。当時、上信電鉄が手掛けていた貸切バス
事業とハイヤー事業は、マイカー普及でいずれも利用者が減って
いました。しかも鉄道型の経営では専業の事業者にかなわない。
そこで分社化して（ハイヤー事業は昭和 50年・貸切バス事業は
昭和 52年）、独立採算性にはなるが、それぞれにふさわしい経営
方法で残す。それまでは他部署の収益に頼っていた部分もあった
ので、自分の城は自分で守る気概を持つようにしました。一方、
上信電鉄は重荷から解放されて、その他の事業に一層打ち込める
ようになりました。この考え方は「群馬型上下分離」にも活かさ
れています。
　社長を務めていた時期には、日本民営鉄道協会の会議などで
も、地方の各鉄道事業者から経営がかなり厳しいと報告されてい
ました。乗客の減少に伴って運行本数を減らせば、サービスの低
下につながり利用減が加速する。各事業者はそんなジレンマを抱
えていたんです。しかし、ヨーロッパの都市では日本と同じよう
にモータリゼーションが進んでいるにもかかわらず、鉄道が生
き残っている。モータリゼーションの進展をも吸収し立派に成り
立っている公共交通のあり方について、もっと学ぶべきではない
かと私は考えました。
　そこでヨーロッパの公共交通について書かれた本を取り寄せ、
研究してみると、日本の鉄道の問題点が見えてきました。ヨー
ロッパでは、鉄道は道路と同じく社会資本だと考えられ、車両や
線路、施設は公共の資産として公的に扱われ、鉄道事業者は運行
を専門に行っている。しかし、日本の民鉄は何から何まで事業者
が負担している。鉄道の公共性を考えると、誰の負担で運営する
のが正しいのか。
　当時は、日本の鉄道において「上下分離」という言葉はほとん
ど使われてはいませんでした。けれども、私はこの考え方は日本

の地方鉄道の将来にとって非常に効果的な方法だと思い、さまざ
まな機会にこの方式について語っておりました。

日本版の上下分離で再生する

　県内中小民鉄の上信電鉄と上毛電鉄は過去、いずれも国の赤字
補填を受けていましたが、これが打ち切りになることが決まった
時に、まず問題となったのが上毛電鉄でした。両端の駅が他の路
線と接続していないこともネックとなり、輸送人員が急激に減少
していました。私は上毛電鉄の社外取締役も務めていましたので、
群馬県の交通政策課の方々と話をした時に「どの部分のコスト削
減を図れば解決するという問題ではないし、仮にそれで一時的に
しのげたとしても持たない」と申し上げました。その上で、ヨー
ロッパの交通政策である上下分離方式について話をしたんです。
そして「上毛電鉄については、日本版の上下分離という形にした
らどうか。道路に相当する部分、線路や施設は既にあるのだから、
保守費用を公的支援する形で再生案ができるのではないか」とい
う私なりの考えをお話ししました。その後、上毛線再生等検討協
議会が設立され、私もメンバーとなり、上下分離の議論を進めて
いったのです。
　県や沿線市町村で結成されたこの委員会では、赤字になるのは
企業努力が足りないからではないかという意見が多く出ました。
同じようなルートのＪＲ両毛線は利益が出ているのに上毛電鉄だ
けがなぜ赤字になるのか。毎年春闘の時期には必ずストをして、
利用客に迷惑をかけているのに、そこに税金を投入するのかなど
忌憚のない意見もありました。
　これに対して私は上毛電鉄の路線の特徴やあまり高くはない賃
金水準や退職金の実態など一つ一つ説明しました。また、公助を
受けるにはさらなる自助が不可欠になる。労働組合に対しても、
「公共交通は最もストに慎重でなければならない。鉄道の人間が
真っ先にストライキをやって、援助をくださいでは通らない」と
理解を呼び掛けました。

自助・公助・共助が公共交通には必要

　そうして平成 10年よりいわゆる「群馬型上下分離」方式の公
的支援が上毛電鉄で実現したのです。
　一方の上信電鉄では、輸送人員の減少に対して積極策を打ち、
スピードアップを図るため新造車両の導入やレールの改良をはじ
めとする設備投資を行いました。しかし、路線と並行して上信越
自動車道が開通し、マイカーや高速バスなどに人が流れていきま
した。それで平成 11年から上信電鉄も「群馬型上下分離」方式
の公的支援を受けるようになったのです。
　これ以降、上信電鉄では社員の賃金のベースアップを抑えたり、
役職定年制度を設けたりと、イベントなどの利用促進策も含めて、
自助努力を怠っていません。
　上毛電鉄も上信電鉄も、自助と公助、そして共助として沿線地
域の方々がさまざまな活動を支援してくださって存続しています。
少子化・超高齢化で、上下分離方式をもってしても、何もしなけ
れば鉄道の利用者が減ってしまう。地方創生と言われる中で、地
方が元気でいるためには、地域の公共交通が成り立っていること
がますます重要だと思っています。

元上信電鉄代表取締役社長

秦 次雄
Tsuguo HATA

秦次雄元上信電鉄代表取締役社長は、早期の段階からヨー
ロッパの都市の交通政策について知識を持ち、「群馬型上下

分離」方式の公的支援の
あり方について構想を持っ
ていた。「上毛線再生等検
討協議会」の一員であり、
制度導入の立役者である
秦元社長に制度創設につい
て伺った。

「群馬型上下分離」方式
が誕生するまで



公
的
支
援
は
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
社

会
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用
負
担
で
あ

る
が
、
鉄
道
事
業
者
の
収
支
が
改
善
さ
れ
な

い
限
り
、
財
政
負
担
は
継
続
す
る
。
ま
た
、

利
用
者
が
さ
ら
に
減
少
し
て
赤
字
幅
が
拡
大

し
た
場
合
、
現
行
制
度
で
は
鉄
道
を
支
え
き

れ
な
い
事
態
と
な
る
。

鉄
道
を
維
持
す
る
「
県
民
の
利
用
」
が
、

何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
ル
マ
に
過
度
に
依
存
し
た
社
会

群
馬
県
は
圧
倒
的
な
ク
ル
マ
社
会
で
あ

る
。
人
口
１
０
０
人
当
た
り
の
自
動
車
保
有

台
数
は
68
・
39
台
と
、
全
国
平
均
（
47
・
62

台
）
を
大
き
く
超
え
全
国
１
位

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
運
転
免
許
保
有
率
で
も

62
・
７
％
と
1
位
と
な
っ
て
い

る
。群

馬
県
が
約
23
年
ぶ
り
に
実

施
し
た
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
（
平
成
27
・
28
年
）
で
は
、

県
民
の
約
78
％
が
代
表
交
通
手

段
に
ク
ル
マ
を
選
び
、
１
０
０

ｍ
未
満
の
移
動
で
も
４
人
に
１

人
は
ク
ル
マ
を
利
用
す
る
と
い

う
過
度
な
ク
ル
マ
依
存
の
現
状

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
鉄
道
利

用
は
２
・
５
％
、
バ
ス
利
用
は

わ
ず
か
０
・
３
％
に
す
ぎ
な
い
。　

ま
た
鉄
道
利
用
に
お
い
て

は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
私

事
目
的
で
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
鉄
道
を
利
用
し
て
い
る
人
の
約

９
割
が
通
勤
・
通
学
者
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

地
方
鉄
道
の
利
用
者
数
が
減
少
す
る
要
因

と
し
て
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

や
少
子
化
、
経
済
の
低
迷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
上
信
電
鉄
、
上
毛
電
鉄
の
場
合
は
、

こ
れ
ら
に
加
え
て
鉄
道
路
線
に
並
行
す
る
高

速
道
路
の
開
通
や
沿
線
の
高
等
学
校
の
移

転
・
統
合
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
い
う
。
上
毛
電
鉄
沿
線
で
は
平
成
９
年
に

１
校
が
郊
外
移
転
、
平
成
19
年
に
１
校
が
統

合
に
よ
り
廃
校
と
な
り
、
輸
送
人
員
が
大
き

く
減
少
し
た
。

「
上
毛
電
鉄
は
、
沿
線
が
農
用
地
区
や
市

街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
文
教
施
設

や
工
場
な
ど
を
新
設
で
き
ず
、
通
勤
・
通
学

利
用
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。
上
信
電
鉄

も
通
学
利
用
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
人
口
減
少
で
、
す
べ
て
の
交
通
手

段
に
お
い
て
ト
リ
ッ
プ
数
の
減
少
が
見
込
ま

れ
て
い
る
が
、
特
に
少
子
化
の
進
展
に
よ
り

通
学
目
的
の
減
少
率
が
大
き
く
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
」
と
井
澤
主
幹
は
語
る
。

上
信
電
鉄
の
平
成
27
年
度
の
輸
送
人
員
は

約
２
２
９
万
人
、
上
毛
電
鉄
は
約
１
５
７
万

人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
40
年
と
比
較
す
る

と
上
信
電
鉄
は
マ
イ
ナ
ス
72
％
、
上
毛
電
鉄

は
マ
イ
ナ
ス
84
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
13

年
度
以
降
は
、
協
議
会
な
ど
に
よ
る
利
用
促

進
の
支
援
効
果
が
出
て
、
減
少
傾
向
も
比
較

的
緩
や
か
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
上
信
電
鉄

は
横
ば
い
、
上
毛
電
鉄
は
今
な
お
減
少
が
続

く
。　さ

ら
に
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
県
内

鉄
道
網
の
将
来
予
測
で
は
、
20
年
後
に
は

30
％
以
上
、
一
部
区
間
に
お
い
て
は
50
％
以

上
の
利
用
減
少
に
な
る
と
い
う
厳
し
い
予
測

結
果
が
出
た
。

地
方
鉄
道
に
対
す
る
公
的
支
援
の
嚆
矢
と

評
価
さ
れ
る
「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
で

地
域
の
鉄
道
を
維
持
・
存
続
し
て
き
た
群
馬

県
だ
が
、
ク
ル
マ
社
会
と
少
子
高
齢
化
と
い

う
二
つ
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。　

　
　

多
様
な
交
通
手
段
を
維
持
す
る
計
画

群
馬
県
は
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
民
の
移
動
手
段
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
か
、
国
や
市
町
村
、
有

識
者
ら
と
検
討
を
重
ね
、「
群
馬
県
総
合
交

通
計
画
（
仮
称
）」
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

構
造
的
に
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
が
進

み
、
公
共
交
通
利
用
の
さ
ら
な
る
減
少
が
危

惧
さ
れ
る
中
で
、
県
民
の
生
活
の
足
を
将
来

に
向
か
っ
て
確
保
し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
が

成
り
立
つ
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
交
通
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
目
指
す
。

「
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス
も
含
め
公

共
交
通
全
体
を
ど
う
守
る
か
が
喫
緊
の
課

題
。
こ
れ
ま
で
も
公
共
交
通
施
策
を
執
り

行
っ
て
き
た
中
で
の
現
状
で
あ
り
、
非
常
に

厳
し
い
が
、
そ
れ
で
も
鉄
道
へ
の
支
援
に
加

え
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な
ど
、
ク
ル
マ

か
ら
公
共
交
通
へ
移
動
手
段
の
転
換
を
促
す

施
策
を
進
め
て
、
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
」
と
県

土
整
備
部
交
通
政
策
課
の
松
田
隆
行
企
画
調

査
係
長
は
語
る
。

ま
た
、
過
度
な
ク
ル
マ
依
存
に
つ
い
て

は
、「
現
在
の
よ
う
に
利
便
性
ば
か
り
を
追

求
し
て
い
っ
て
将
来
的
に
公
共
交
通
が
な
い

群
馬
県
に
な
っ
て
も
い
い
の
か
と
い
う
議
論

が
必
要
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
ク
ル
マ
が
県
民

の
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
と
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
真
の
変
化
は
望
め
な

い
」
と
強
く
語
り
、「
群
馬
の
公
共
交
通
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
一
石
を
投
じ
る
よ
う

な
計
画
に
し
て
い
き
た
い
」
と
続
け
る
。

ク
ル
マ
社
会
で
は
あ
り
な
が
ら
、
将
来
を

見
据
え
て
多
様
な
交
通
手
段
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
計
画
は
、
今
年
度
末
に
は
そ
の
方
向

性
が
示
さ
れ
る
予
定
だ
。
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上信線　高崎－下仁田間
営業路線延長／33.7㎞　駅数／21駅　明治30年 9月 25日全通

昭和 49年度～	 	 	地方鉄道軌道整備法に基づき、欠損補助金の交付を受
ける。

昭和 50年 5月	 	 ハイヤー部門を分社化。
昭和 52年 8月	 	 貸切バス部門を分社化。
昭和 53年度	 	 黒字転換。54年度より欠損補助対象外となる。
昭和 55～ 56年度	 鉄道近代化事業を実施（総事業費 12億円）。
昭和	59 年	12 月	 千平－下仁田駅間で電車正面衝突事故が発生。
昭和	60 年	12 月	 ATS（自動列車停止装置）使用開始。
平成	 2 年	 4 月	 「東富岡駅」が開業。
平成	 5 年	 3 月	 上信線に並行して上信越自動車道が開通。
平成	 6 年	10 月	 貨物営業を廃止。
平成	 7 年	 6 月	 	沿線 7市町村（高崎市、富岡市、吉井町、妙義町、下

仁田町、南牧村、甘楽町）により「上信電鉄沿線市町
村連絡協議会」が発足（群馬県は参与）。

平成	 8 年	10 月	 ワンマン運転を開始。
平成	10 年	10 月	 	長雨による岩石崩落事故が発生。南蛇井－下仁田駅間

が約４ヵ月間不通（バス代行）となる。協議会は公的
支援で一致し、県による補助制度が適用される。

平成	11年	 4 月	 「群馬型上下分離」方式導入。
	 	 	 	『第 1期経営再建計画』（計画期間：平成11～ 20年

度）策定。
平成	13 年	 2 月	 CTC（列車集中制御装置）使用開始。
平成	13 年	 9 月	 	台風による大雨で鏑川橋梁が損壊し、上州福島－上州

富岡駅間が約２ヵ月間不通（バス代行）となる。
平成	14 年	 3 月	 「高崎商科大学前駅」開業。
平成	14 年	 7 月	 サイクルトレイン（自転車車内持ち込み）開始。
平成	17 年	 7 月	 高崎駅の改札口が JRと分離、連絡運輸が廃止。
平成	20 年	10 月	 	ラッピング電車「銀河鉄道 999号」が運転を開始。
平成	21年	 4 月	 	『第 2期経営再建計画』（計画期間：平成21～ 25年

度）策定。
平成	24 年	 3 月	 高崎駅西口出入口新設、使用開始。
平成	26 年	 3 月	 上州富岡駅新駅舎が開業。
平成	26年	 4 月	 	『第 3期経営再建計画』（計画期間：平成26～ 29年

度）策定。
平成	26 年	 4 月	 消費税引き上げに伴い、運賃改定。
平成	26 年	 6 月	 富岡製糸場と絹産業遺産群が世界遺産に登録。
平成	26 年	12 月	 「佐野のわたし駅」が開業。
平成	27 年	12 月	 上信電鉄創立 120周年。

上毛線　中央前橋－西桐生間
営業路線延長／25.4㎞　駅数／23駅　昭和3年 11月 10日全通

昭和 51年度～	 	 地方鉄道軌道整備法に基づき、欠損補助金の交付を受ける。
昭和 55年	 2 月	 	沿線 7市町村（前橋市、大胡町、宮城村、粕川村、新

里村、大間々町、桐生市）により「上電沿線市町村連
絡協議会（現・上電沿線市連絡協議会）」が発足。

平成				8 年	 7 月	 	群馬県、沿線 7市町村により「上毛線再生等検討協議
会（現・上毛線再生協議会）」が発足。

平成			9 年度	 	 国の欠損補助制度が打ち切りとなる。
平成	10 年	 1 月	 上毛線再生等協議会により上毛線再生の基本方針が決定。
平成	10年	 4 月	 「群馬型上下分離」方式導入。
	 	 	 	『第 1期経営再建計画』（計画期間：平成10～ 14年

度）策定。
平成	11 年	 6 月	 ワンマン運転を開始。翌年 9月には全列車に拡大。
平成	12 年	12 月	 中央前橋駅舎を新設。
平成	13 年	 6 月	 	施設名改称に伴い、循環器病センター駅を「心臓血管

センター駅」に改称。
平成	14 年	11 月	 赤城駅改築。
平成	15年	 4 月	 	『第 2期経営再建計画』（計画期間：平成15～ 19年度）策定。
平成	15 年	 4 月	 	サイクルトレイン開始（平日朝の通勤・通学時間を除く）。
	 	 	 	レンタサイクル（無料貸し出し自転車）を有人 4駅に設置。
平成	17 年	12 月	 	西桐生駅舎・同駅プラットホーム上屋が登録有形文化

財に登録。
平成	18 年	10 月	 赤城－天王宿間に「桐生球場前駅」開業。
平成	19 年	 7 月	 	大胡駅舎・大胡電車庫・大胡変電所・大胡変電所鉄塔

（4基）および荒砥川橋梁が登録有形文化財に登録。
平成	19 年	10 月	 渡良瀬川橋梁が登録有形文化財に登録。
平成	19 年	11 月	 北原・粕川・新里駅でパークアンドライドを実施。
平成	20 年	 3 月	 日割定期券発売開始。
平成	20年	 4 月	 	『第 3期経営再建計画』（計画期間：平成20～ 24年

度）策定。
平成	20 年	 4 月	 大胡・上泉駅でパークアンドライドを実施。
平成	21 年	 4 月	 粕川橋梁が登録有形文化財に登録。
平成	21 年	12 月	 江木駅でパークアンドライドを実施。
平成	22 年	 5 月	 サポート団体「上毛電鉄友の会」が発足。
平成	24 年	 7 月	 大胡駅前リニューアル。
平成	24 年	 9 月	 	上電＆東京スカイツリー周辺散策フリー切符の発売を開始。
平成	25 年	 1 月	 国内旅行業登録。
平成	25 年	 3 月	 運転免許証返納者割引切符の販売を開始。
平成	25年	 4 月	 	『第 4期経営再建計画』（計画期間：平成25～ 29年

度）策定。
平成	26 年	 4 月	 消費税率引き上げに伴い運賃改定。
平成	28 年	 5 月	 上毛電鉄創立 90周年。
平成	29 年	 4 月	 	東武鉄道のダイヤ改正と同時に上毛線のダイヤ改正を

実施。
平成	29 年	 5 月	 	上電沿線市連絡協議会（前橋市、桐生市、みどり市）

が平成 28年度に実施した「上毛線 LRT化可能性調
査結果」を発表。

■上毛電鉄公的支援の実績

国 8

第 1期（H10～14） 第 2期（H15～19） 第 3期（H20～24） 第 4期（H25～29）

県 12.4

市 8.4

計 28.7

1.5

5.7

5.8

13.0

1.4

5.4

5.3

12.1

1.6

5.5

5.4

12.5

（単位：億円）

※H29は計画額

■沿線市間の負担割合

前橋市 63.0

第 1期（H10～14） 第 2期（H15～19） 第 3期（H20～24） 第 4期（H25～29）

桐生市 28.7

みどり市 8.3

計 100.0

58.3

30.1

11.6

100.0

58.3

30.1

11.6

100.0

58.5

30.1

11.4

100.0

（単位：％）

（市間負担割合は合併後で計算）（市町村負担割合は合併後で計算）

■上信電鉄公的支援の実績

国 3.9

第 1期（H11～20） 第 2期（H21～25）

県 8.6

市 11.2

計 23.7

2.4

3.0

4.5

9.9

2.5

4.3

6.2

13.0

（単位：億円）

■沿線市町村の負担割合

富岡市 29.39

第 1期（H11～20） 第 2期（H21～25）
H26～27 H28～29

第 3期（H26～29）

高崎市 48.65

甘楽町 9.82

28.39

45.05

11.85

26.97

46.44

12.79

30.59

下仁田町 9.10 9.98 10.50 9.83

南牧村 3.04 4.73 3.30 3.29

計 100.0 100.0 100.0 100.0

46.14

10.15

（単位：％）

第 3期（H26～29）
※H29は計画額

上信電鉄株式会社 上毛電気鉄道株式会社

■再生のあゆみと公的支援



利
用
機
会
の
創
出
と
二
次
交
通
の
補
完

上
毛
電
鉄
の
車
両
に
乗
り
込
む
と
、
車
内

に
持
ち
込
ま
れ
た
自
転
車
の
多
さ
に
驚
い

た
。
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
る

鉄
道
事
業
者
は
多
い
が
、
こ
こ
ま
で
自
転
車

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

上
毛
電
鉄
で
は
平
成
15
年
か
ら
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
２
両
編
成
の

後
方
車
両
限
定
で
は
あ
る
が
、
高
校
生
を
中

心
に
幅
広
い
年
齢
層
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
自

転
車
を
利
用
し
て
い
る
高
校
生
が
多
い
こ
と

か
ら
、
平
成
15
年
に
有
人
駅
で
試
験
的
に
開

始
し
、
そ
の
後
、
全
駅
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
平
日
は
午
前
８
時
か
ら
終
電
ま

で
、
土
休
日
や
春
・
夏
・
冬
休
み
は
終
日
、

無
料
で
自
転
車
を
車
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
年
々
利
用
者
が
増
え
、
現
在
は
当

初
の
約
４
０
０
倍
、
年
間
４
万
台
以
上
の
利

用
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
第
１
位
の
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
群
馬

で
は
、
前
橋
市
、
高
崎
市
と
も
に
マ
イ
カ
ー

の
利
用
を
前
提
と
し
た
拡
散
型
の
都
市
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
鉄
道
利
用
を
促
進
す
る
に

は
、
二
次
交
通
の
弱
さ
を
ど
う
カ
バ
ー
す
る

か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

通
学
利
用
者
向
け
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

の
実
施
も
そ
の
た
め
の
施
策
で
、
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
開
始
と
同
時
に
、
中
央
前
橋
駅
・

大
胡
駅
・
赤
城
駅
・
西
桐
生
駅
の
４
駅
で

は
、
無
料
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
た
。

平
成
19
年
か
ら
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

も
進
め
、
現
在
で
は
、
上
泉
駅
・
江
木
駅
・

大
胡
駅
・
北
原
駅
・
粕
川
駅
・
新
里
駅
の
６

駅
に
平
均
し
て
15
～
20
台
収
容
の
無
料
駐
車

場
を
整
備
し
て
い
る
。

沿
線
住
民
を
鉄
道
に
呼
び
込
む
取
り
組
み

も
進
め
て
い
る
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
イ

ン
、
名
付
け
て
「
デ
コ
ト
レ
イ
ン
」
は
季
節

に
合
わ
せ
て
車
内
を
装
飾
し
た
列
車
で
、「
桜

電
車
」
や
「
水
族
館
電
車
」「
ク
リ
ス
マ
ス
電

車
」
な
ど
年
間
13
種
類
を
運
行
し
て
い
る
。

「
最
も
歴
史
が
古
く
、
大
掛
か
り
な
デ
コ

ト
レ
イ
ン
は
34
年
前
に
始
め
た
『
う
ご
く
児

童
絵
画
展
号
』。
沿
線
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、

小
学
校
の
園
児
・
児
童
か
ら
絵
画
を
募
集

し
、
全
作
品
を
全
列
車
に
展
示
し
て
運
行
し

て
い
る
。
今
年
で
15
年
目
の
『
風
鈴
電
車
』

で
は
、
沿
線
の
小
学
校
の
児
童
に
願
い
事
を

書
い
て
も
ら
っ
た
短
冊
を
風
鈴
に
飾
っ
て
、

涼
し
さ
と
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。
家
族

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
デ
コ
ト
レ
イ
ン
が

特
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
上
毛
電

鉄
の
新
木
三
雄
総
務
部
次
長
は
語
る
。

沿
線
住
民
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
や
大
型
バ
ス
で
他

県
に
出
掛
け
る
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
が
あ
る
。

「
ハ
イ
キ
ン
グ
は
毎
回
数
十
人
か
ら

１
０
０
人
前
後
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
費
の
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上毛電気鉄道株式会社
総務部 次長

新木三雄
Mitsuo ARAKI

特
集
：「
群
馬
型
上
下
分
離
」
―
20
年
の
軌
跡
と
展
望

［
上
信
電
鉄
・
上
毛
電
気
鉄
道
の
経
営
努
力
と
地
域
の
支
援
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
の
公
的
支
援
を
受
け
て
約
20
年
。

上
信
電
鉄
、
上
毛
電
気
鉄
道
（
上
毛
電
鉄
）
は
、

鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
収
益
確
保
に
企
業
努
力
を
重
ね
続
け
て
い
る
。

全
国
屈
指
の
ク
ル
マ
社
会
、
そ
し
て
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
―
―

今
な
お
減
少
す
る
輸
送
人
員
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

鉄
道
利
用
を
呼
び
掛
け
、
人
を
呼
び
込
み
、
路
線
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組
む
。

厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
た
両
社
の
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

地
方
鉄
道
存
続
へ
の

自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
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ほ
か
、
集
合
駅
ま
で
の
往
復
に
鉄
道
を
利
用

い
た
だ
け
る
。
沿
線
の
方
々
の
鉄
道
利
用
の

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
新
木
次
長
は
語
っ
て

い
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
で
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

上
毛
電
鉄
の
利
用
が
伸
び
に
く
い
一
因
と

し
て
、
路
線
の
両
端
の
中
央
前
橋
駅
と
西
桐

生
駅
が
他
社
線
と
接
続
し
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
中
央
前
橋
駅
と
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅

間
は
徒
歩
15
分
強
の
距
離
、
西
桐
生
駅
と
Ｊ

Ｒ
桐
生
駅
間
は
徒
歩
７
～
８
分
の
距
離
が
あ

り
、
乗
り
換
え
利
用
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
一
方
、
途
中
の
赤
城
駅
に
は
東
武
鉄

道
桐
生
線
が
接
続
し
て
お
り
、
赤
城
駅
で

「
特
急
り
ょ
う
も
う
号
」
に
乗
り
換
え
る
と
、

中
央
前
橋
駅
か
ら
北
千
住
や
浅
草
な
ど
東
京

東
部
ま
で
、
最
短
２
時
間
22
分
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
る
。

今
年
４
月
、
東
武
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
、
上
毛
電
鉄
で
も
初
発
列
車
の
繰
り

上
げ
と
最
終
列
車
の
繰
り
下
げ
を
行
っ
た
。

改
正
前
よ
り
も
１
時
間
早
く
都
内
に
到
着
で

き
、
ま
た
１
時
間
遅
く
東
京
を
出
発
し
て
も

戻
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
向
上
し
た
。

「
前
橋
か
ら
の
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い

う
と
、
ま
ず
高
崎
へ
出
る
と
考
え
が
ち
だ

が
、
赤
城
経
由
だ
と
所
要
時
間
も
短
く
、
日

帰
り
で
も
東
京
滞
在
を
２
時
間
延
長
で
き

る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
利
便
性
を
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
」（
新
木
次
長
）

平
成
24
年
に
は
、
中
断
し
て
い
た
総
合
旅

行
業
務
取
り
扱
い
を
再
開
し
、
赤
城
経
由
で

東
京
に
向
か
う
旅
行
企
画
「
前
橋
市
民
号
」

を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
展
望
デ
ッ
キ
入
場
と
周
辺
観
光
な
ど
、

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た
企
画
が
多

く
、「
募
集
を
上
回
る
参
加
者
が
集
ま
る
こ

と
も
多
い
」（
新
木
次
長
）
と
い
う
。

沿
線
住
民
の
足
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
い

路
線
で
は
あ
る
が
、
保
有
す
る
施
設
を
活
用

し
て
、
観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み
も
活
発

に
行
っ
て
い
る
。
上
毛
電
鉄
の
鉄
道
資
産
に

は
、
平
成
19
年
に
登
録
さ
れ
た
大
胡
駅
舎
、

大
胡
電
車
庫
を
は
じ
め
、
西
桐
生
駅
舎
、
荒

砥
川
橋
梁
、
渡
良
瀬
川
橋
梁
な
ど
12
件
の
国

の
登
録
有
形
文
化
財
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
で
最
古
級
と
言
わ
れ
る
開
業

時
に
製
造
さ
れ
た
デ
ハ
１
０
１
や
デ
キ

３
０
２
１
（
車
籍
は
な
く
走
行
は
構
内
の

み
）
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
そ
の
運
行
が

目
玉
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
鉄
道
遺
産
を
観
光

面
で
活
か
し
、
地
域
振
興
に
結
び
付
け
ら
れ

な
い
か
」（
新
木
次
長
）、
集
客
施
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　沿
線
活
性
化
を
願
う
地
域
の
共
助

鉄
道
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
多
数
開
催
し
て
沿
線
住
民
と

接
す
る
機
会
を
増
や
し
、
利
用
促
進
に
結
び

付
け
る
―
―
こ
う
し
た
上
毛
電
鉄
の
自
助
努

力
を
受
け
、「
地
域
の
足
を
守
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
支
援
団
体
も
発
足
し
た
。
平
成
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中央前橋駅。現在、運行する車両はすべて京王電鉄井の頭線で活躍したもの（上毛電鉄）



22
年
に
結
成
さ
れ
た
「
上
毛
電
鉄
友
の
会
」

（
会
長
：
大
島
登
志
彦
高
崎
経
済
大
学
教
授
）

で
、
よ
り
効
果
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て

も
っ
と
乗
っ
て
も
ら
え
る
土
俵
づ
く
り
を
行

い
、
上
毛
電
鉄
を
一
層
強
力
に
支
え
る
こ
と

を
、
会
の
目
的
と
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
開
催
を
中
心
に
、
上
毛
電
鉄
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
沿
線
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
55
年
に
沿
線
市
町
村
で
結
成

さ
れ
た
「
上
電
沿
線
市
町
村
連
絡
協
議
会

（
現
・
上
電
沿
線
市
連
絡
協
議
会
）」
も
、
結

成
以
来
、
県
と
と
も
に
利
用
促
進
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
制
作
な
ど
広
報
活
動
や
支
援
事
業

を
実
施
し
、
共
助
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
。

世
界
遺
産
効
果
で
輸
送
人
員
が
急
増

　
一
方
、
観
光
路
線
と
し
て
大
き
く
輸
送
を

伸
ば
し
た
の
は
上
信
電
鉄
だ
。
そ
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
富
岡
製
糸
場
な
ど
の
世
界
遺
産

登
録
で
、
富
岡
製
糸
場
入
場
券
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
高
崎
駅

－

上
州
富
岡
駅
の
往
復
割
引

乗
車
券
は
、
登
録
が
決
ま
っ
た
平
成
26
年

度
、
6
万
３
０
０
０
枚
を
売
り
上
げ
、
全
線

の
輸
送
人
員
は
２
３
６
万
５
０
０
０
人
に
及

ん
だ
。

「
上
州
富
岡
駅
は
そ
れ
ま
で
閑
散
と
し
た

駅
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
登
録
以
降
は
世
界
遺

産
の
玄
関
口
と
し
て
観
光
客
が
利
用
す
る
駅

に
様
変
わ
り
し
た
。
し
か
し
、
往
復
乗
車
券

の
販
売
枚
数
は
平
成
27
年
度
4
万
１
０
０
０

枚
、
平
成
28
年
度
２
万
５
０
０
０
枚
と
、
登

録
時
の
ブ
ー
ム
が
一
段
落
し
て
い
る
。
現
在

の
輸
送
人
員
は
約
２
２
０
万
人
で
、
何
と
か

こ
の
数
字
を
維
持
し
た
い
」
と
上
信
電
鉄
の

宮
川
良
伸
取
締
役
総
務
部
長
は
語
る
。

平
成
26
年
３
月
に
供
用
を
開
始
し
た
3
代

目
駅
舎
は
製
糸
場
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
外

観
だ
。
等
間
隔
の
鉄
骨
柱
に
は
赤
煉
瓦
づ
く

り
の
富
岡
製
糸
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
薄
茶

色
の
煉
瓦
壁
が
施
さ
れ
、
高
さ
約
６
・
５
ｍ

の
白
い
大
屋
根
が
駅
舎
全
体
を
覆
っ
て
い

る
。
開
放
的
な
が
ら
も
端
正
な
美
し
さ
が
際

立
つ
デ
ザ
イ
ン
で
、
駅
に
降
り
立
つ
観
光
客

の
気
分
を
盛
り
立
て
る
。

三
つ
の
石
碑
が
い
ず
れ
も
沿
線
に
あ
る
上こ

う

野づ
け

三さ
ん
ぴ碑（

山
上
碑
・
多
胡
碑
・
金
井
沢
碑
）は
、

世
界
記
憶
遺
産
の
国
内
候
補
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
３
月
に
は
「
上
野
三
碑
巡
り
フ
リ 

ー
乗
車
券
」（
高
崎
駅

－

吉
井
駅
）の
販
売
も

開
始
し
た
。
登
録
が
実
現
さ
れ
れ
ば
「
世
界

遺
産
と
世
界
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
鉄
路
」
と
し

て
、
さ
ら
に
観
光
利
用
が
高
ま
り
そ
う
だ
。
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上信電鉄株式会社
鉄道部 部長（技術担当）

田代宜宏
Takahiro TASHIRO

上信電鉄株式会社
取締役総務部長

宮川良伸
Yoshinobu MIYAKAWA

中央前橋駅のすぐ横には広瀬川が流れる（上毛電鉄） 東武桐生線と接続する赤城駅。特急「りょうもう号」が入線する（上毛電鉄）

左／デコトレイン「風鈴電車」 中／自転車を持ち込み、列車を待つ
高校生 右／西桐生駅は昭和 3 年開業以来の美しい駅舎（上毛電鉄）



二
次
交
通
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
を
活
用

上
毛
電
鉄
と
同
様
、
上
信
電
鉄
に
と
っ
て

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
二
次
交
通
だ
。

沿
線
に
は
観
光
名
所
が
多
い
が
、
駅
か
ら
の

交
通
機
関
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
目
的
地

ま
で
の
移
動
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
補
完
し
、
沿
線
へ
の

誘
客
を
図
っ
て
い
る
。

妙
義
山
や
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
は
下
仁
田

駅
か
ら
、
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
や
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
、
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
に

は
上
州
富
岡
駅
か
ら
と
い
う
よ
う
に
、
系
列

の
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
根
小
屋
駅
・
吉
井
駅
・
上
州
福
島

駅
・
東
富
岡
駅
・
上
州
富
岡
駅
・
上
州
一
ノ

宮
駅
・
下
仁
田
駅
で
は
無
料
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
実
施
。
平
成
26
年
4
月
に
は
、
高
崎

商
科
大
学
と
連
携
し
て
、
電
車
を
利
用
し
て

観
光
を
楽
し
む
「
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

（
無
料
）
を
開
始
し
た
。
高
崎
駅
で
自
転
車

を
借
り
て
そ
の
ま
ま
電
車
に
乗
り
、
吉
井

駅
・
上
州
福
島
駅
・
上
州
富
岡
駅
・
下
仁
田

駅
で
乗
降
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
沿
線
観

光
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

新
駅
開
業
と
利
便
性
の
向
上

平
成
に
入
っ
て
、
上
信
電
鉄
は
二
つ
の
新

駅
を
開
業
し
て
い
る
。

平
成
14
年
に
は
、
短
期
大
学
か
ら
４
年
制

と
な
り
、
入
学
者
数
が
１
・
５
倍
に
増
え
た

学
生
の
利
便
性
を
考
え
、
高
崎
商
科
大
学
前

駅
を
新
設
し
た
。

上
信
電
鉄
は
地
域
貢
献
に
積
極
的
に
取
り

組
む
同
大
と
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
っ
て
い

る
。
学
生
た
ち
は
上
信
電
鉄
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
飾
り
付
け

を
担
当
し
た
り
、
工
女
姿
の
女
子
学
生
が
車

内
や
上
州
富
岡
駅
で
製
糸
場
を
案
内
す
る
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
手
伝
い
を
し

て
い
る
。　

佐
野
の
わ
た
し
駅
は
平
成
26
年
に
開
業
。

付
近
に
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
周
辺
の
人
口
が
増
え
た
も
の
の
、
公
共

交
通
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
、
新
設
さ
れ
た
。

「
駅
名
は
公
募
で
決
ま
っ
た
。
小
学
生
の

女
の
子
が
考
え
た
も
の
で
、
駅
に
ほ
ど
近
い

場
所
に
流
れ
る
烏
川
に
か
つ
て
渡
し
船
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
印
象
的
な

駅
名
と
な
っ
た
」
と
上
信
電
鉄
の
田
代
宜
宏

鉄
道
部
部
長
は
語
る
。

一
方
、
佐
野
の
わ
た
し
駅
が
新
設
さ
れ
た

佐
野
地
区
の
よ
う
に
、「
公
共
交
通
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
新
興
の
住
宅
地
が
開

発
さ
れ
て
い
る
」（
田
代
部
長
）
こ
と
か
ら
、

鉄
道
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
高

崎
商
科
大
学
前
駅
・
上
州
福
島
駅
・
東
富
岡
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上信電鉄株式会社
鉄道部 部長（営業担当）

小島 博
Hiroshi KOJIMA

煉瓦壁が美しい上州富岡駅。駅舎自体の見学者も多い（上信電鉄）



駅
・
上
州
富
岡
駅
の
４
駅
に
無
料
の
駐
車

場
を
設
置
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

は
高
崎
駅
・
吉
井
駅
・
上
州
福
島
駅
・
上

州
富
岡
駅
・
下
仁
田
駅
の
各
駅
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
全
曜
日
で
実

施
し
て
い
る
。

地
元
住
民
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
列
車

上
信
電
鉄
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

列
車
も
運
行
し
て
い
る
。

「
高
崎
商
科
大
学
と
の
連
携
で
、
車
内
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
『
電
車
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
』
の
運
行
を
き
っ
か
け
に
、
沿
線
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
電
車
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
し
て
き
た
」
と
、
上
信

電
鉄
の
小
島
博
鉄
道
部
部
長
は
語
る
。

現
在
で
は
年
間
約
10
本
が
運
行
さ
れ
て
お

り
、
中
で
も
ワ
イ
ン
列
車
や
ビ
ー
ル
列
車

は
、
予
約
発
売
直
後
に
乗
車
券
が
売
り
切
れ

る
人
気
の
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
信
電
鉄
で
は
大
正
13
年
に
、
ド

イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
シ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
社
か
ら

デ
キ
１
型
電
気
機
関
車
３
両
を
購
入
し
て
い

る
。
う
ち
２
両
は
現
役
で
、「
上
信
の
シ
ー

ラ
カ
ン
ス
」
の
愛
称
で
、
沿
線
住
民
や
鉄
道

フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

平
成
11
年
か
ら
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
運
行
す
る
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
号
」
は
、

こ
の
デ
キ
２
両
が
列
車
を
牽
引
す
る
臨
時
列

車
。
高
崎

－

下
仁
田
間
を
運
行
し
、
乗
客
は

車
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
運
転
室
乗
車
体

験
、
富
岡
製
糸
場
見
学
な
ど
の
沿
線
観
光
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

貸
し
切
り
列
車
も
好
評
だ
。
運
行
す
る
列

車
は
上
信
電
鉄
が
所
有
す
る
11
本
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
車
内
で
親
睦
会
や
同
窓
会

を
開
催
し
た
り
、
乗
車
せ
ず
に
デ
キ
の
撮
影

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ

ま
だ
と
い
う
。

貸
し
切
り
列
車
は
、
平
均
し
て
年
に
15
本

ほ
ど
の
運
行
が
あ
り
、
上
信
電
鉄
で
は
利
用

者
の
希
望
に
応
じ
て
、
制
服
や
小
道
具
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。

「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
病
気
で
起

き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
の
た

め
に
、
ご
両
親
が
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
貸

し
切
り
列
車
を
用
意
さ
れ
た
こ
と
。
お
子
さ

ん
は
横
に
な
り
な
が
ら
車
窓
の
景
色
を
楽
し

ん
で
い
た
。
そ
の
光
景
を
目
に
し
た
時
、
鉄

道
は
沿
線
の
方
々
の
生
活
や
希
望
を
乗
せ
て

走
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
強
く
感
じ
た
」

と
小
島
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

県
内
の
５
鉄
道
事
業
者
が
連
携

一
方
、
群
馬
県
で
は
、
県
内
に
路
線
を
持

つ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
武
鉄
道
、
上
信
電
鉄
、

上
毛
電
鉄
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
、
５
事
業

者
（
５
鉄
）
に
よ
る
連
携
イ
ベ
ン
ト
も
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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公益財団法人
群馬県観光物産国際協会 観光物産部
ググっとぐんま観光宣伝推進協議会
次長

佐藤 肇
Hajime SATO

山々に囲まれた終点・下仁田。留置車両がある（上信電鉄）

珍駅名で名高い南蛇井駅（上信電鉄）

関東の駅百選に認定される下仁田駅（上信電鉄）

平成 26 年開業の佐野のわたし駅（上信電鉄）

高崎駅ホーム（上）と引退車両を利用した待合室（下）
（上信電鉄）
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歴史的遺産を軸にした街並みづくり

　明治５年、政府が当時最大の輸出品だった生糸の品質向上
と大量生産を図るために設立した官営模範器械製糸工場、そ
れが富岡製糸場の始まりです。その後、明治26年に民営化さ
れ、変遷を経て、昭和14年から昭和62年に操業を停止する
まで、片倉工業が経営していました。
　富岡市が片倉工業から土地を購入し、建物を譲り受けたのは
平成17年です。実は当時、富岡市は区画整理事業を進める計
画を持っていましたが、これを機に、富岡製糸場を軸に世界文
化遺産を目指し、文化財を保存しながらのまちづくりへ、方向
転換することになりました。
　平成20年に景観条例を制定し、全市を景観計画区域とし
て、富岡製糸場を中心に建物の高さや色彩を制限した３段階の
ゾーンをつくり、歴史的遺産を軸にした街並みを形成していき
ました。上州富岡駅や駐車場から富岡製糸場まで観光客を誘導
する、路面のカラー舗装や石畳化も手掛けています。
　市民にとって、製糸場は一企業の古い工場という認識しかな
く、おそらく世界遺産とはかけ離れた存在だったと思います。
しかし、まちづくりが進むにつれ、市民の意識も徐々に変わっ
てきました。世界遺産のまちとしての誇り、来街者へのおもて
なしの精神が高まっています。
　上信電鉄とは連携して、世界遺産登録を目指してきました。
暫定登録時代の平成23年、製糸場で「世界遺産劇場」という
3000人規模のコンサートを行ったのですが、上信電鉄は臨時
列車を運行して、観客の移動を担ってくれました。
　また、現在３代目となる上州富岡駅の駅舎は、耐震性の強い
鉄骨煉瓦積造りで、煉瓦の積み方は製糸場と同じくフランス積
みを採用しています。駅に降り立った瞬間から、富岡製糸場の

まちを感じられる。日本
建築学会賞、グッドデザ
イン賞、ブルネル賞など、
建築関係の各賞を受賞し、
駅舎自体を見学に来る方
も増えています。駅には
観光案内コーナーがあり、
駅前広場ではイベントも

開催されています。上州富
岡駅は、富岡観光のおもて
なしと賑わいづくり、両面
でしっかり支えています。

まちなかや周辺を
回遊してもらえる仕掛け

　世界遺産に認定された平成26年度の富岡製糸場の入場者は
134万人。翌27年度は114万人、28年度は80万人です。
一般に世界遺産効果は約３年と言われますが、今後は80万人
の維持を目指し、仕掛けをしていきます。
　富岡製糸場自体は30年計画で徐々に整備していく予定です
が、現在は国宝の「西置繭所」の保存修理（平成31年完成予
定）を行っており、工事の様子を公開して見学できるようにし
ています。完成後はここでイベントなども行う予定です。
　また、製糸場以外の市内各所を回遊していただくことも目標
としています。老朽化に伴って建て替えを進め、今年の夏に竣
工した富岡市役所新庁舎は、建築家の隈研吾氏の設計によるも
ので、まちの新たな名所となっています。上州富岡駅と市役所
の間には、明治・大正期に建てられた煉瓦づくり、大谷石づく
り、土蔵づくりの歴史的な倉庫群があり、世界遺産センター設
立に向け、整備を進めています。カフェやレストラン、市場、
自動繰糸機の動態展示など、新たな交流拠点が誕生する予定
です。こちらも隈研吾氏の設計で、完成すると、駅、倉庫群、
市役所と美しい建築を見て回る、そんな観光も楽しめます。
　今年は、初めての試みとして、まちなかを回遊していただく
ためにスタンプラリー「富岡製糸場	工女のまち・歩くんラリー」
も実施しました。また、周辺の妙義山や一之宮貫前神社、群馬
県立自然史博物館、サファリパークなど広域観光も推進し、お
もてなしとして何ができるかを常に考え、集客できる仕掛けを
して、まちの魅力を高めていきたいと考えています。
　富岡製糸場の生糸輸送を目的に明治30年に上信電鉄の前身
が開通しました。製糸場とともに近代日本の産業を支え、市の
発展に貢献してきた――そうした歴史ある鉄道が、現在は学生
や高齢者の移動を担い、観光客を乗せてまちに賑わいをもたら
しています。地域にとってはいつの時代にも重要な存在です。

平成 26 年６月、世界遺産に登録された「富岡製糸場と絹産業遺産群」。
富岡市では現在、回遊性の高いまちづくりを進めている。世界遺産のまち
富岡市の観光施策について伺った。

世界遺産・富岡製糸場の
あるまちの観光戦略

富岡市世界遺産部　観光おもてなし課
観光振興係 課長補佐兼係長

渡辺 勉
Tsutomu WATANABE

富岡製糸場東置繭所（画像提供：富岡市）

整備中の明治・大正時代の倉庫群



「
平
成
23
年
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
を
契
機
に
、
５
鉄
の
連
携
が
よ
り
強
固

な
も
の
と
な
っ
た
」
と
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観

光
宣
伝
推
進
協
議
会
の
佐
藤
肇
次
長
は
語

る
。

グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
宣
伝
推
進
協
議
会

は
、
群
馬
Ｄ
Ｃ
を
推
進
す
る
た
め
平
成
22
年

に
設
立
さ
れ
た
。
官
民
の
協
働
に
よ
り
県
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
２
５
０
団
体
が
加
盟
し
、
Ｄ
Ｃ
以
降

も
継
続
し
て
県
内
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
て
い
る
。

同
協
議
会
が
制
作
す
る
季
刊
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
グ
グ
っ
と
ぐ
ん

ま
』
に
も
、
５
鉄
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介

す
る
頁
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
お
け

る
鉄
道
の
役
割
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

５
鉄
の
連
携
で
観
光
客
を
呼
び
込
む

５
鉄
は
平
成
22
年
10
月
か
ら
定
期
的
に
合

同
会
議
を
行
っ
て
お
り
、
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま

観
光
宣
伝
推
進
協
議
会
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

「
５
鉄
の
連
携
は
協
議
会
に
と
っ
て
も
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
交
通
事
業
者
が
連
携
し

て
こ
そ
県
内
を
周
遊
す
る
商
品
も
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。
平
成
23
年
の
群
馬
Ｄ
Ｃ
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
上
信
電
鉄
『
ぐ
ん
ま
Ｄ

Ｃ
特
別
企
画
』
と
し
て
、
高
崎
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
運
行
す
る
Ｓ
Ｌ
で
横
川
駅
ま
で
、
そ

こ
か
ら
バ
ス
で
下
仁
田
駅
に
向
か
い
、
上
信

電
鉄
の
デ
キ
で
高
崎
に
戻
る
と
い
う
商
品
を

打
ち
出
し
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
限
ら
ず
、
大
好

評
だ
っ
た
」（
佐
藤
次
長
）　　

一
方
、「
ぐ
ん
ま
ワ
ン
デ
ー
世
界
遺
産
パ

ス
」
は
群
馬
県
内
フ
リ
ー
エ
リ
ア
の
普
通
列

車
が
乗
り
放
題
の
乗
車
券
で
、
上
信
電
鉄
と

上
毛
電
鉄
は
全
線
が
含
ま
れ
る
。
５
鉄
に
わ

た
っ
て
利
用
で
き
る
た
め
人
気
も
高
い
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
、
５
鉄
で
展
開
し
て

い
る
。
今
年
の
夏
は
、「
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
群
馬
県
を
題
材
と
し
た
マ
ン
ガ
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
「
お
前
は
ま
だ
グ
ン
マ
を
知
ら

な
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
。
ま
た
、

昨
年
秋
も
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て

「
群
馬
県
内
鉄
道
５
社
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
、
採
用
さ
れ
た

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
５
社
そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
に

掲
出
さ
れ
た
。

「
県
内
に
路
線
を
持
つ
鉄
道
会
社
が
一
緒

に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
、
非
常

に
珍
し
く
、
群
馬
県
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
」
と
佐
藤
次
長
は
語
る
。

上
信
電
鉄
・
上
毛
電
鉄
・
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
の
中
小
３
社
も
、
毎
年
秋
に
「
頑
張
る

ぐ
ん
ま
の
中
小
私
鉄
フ
ェ
ア
」
を
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
お
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
で
毎
年
、
多
く
の
観
光
客
を
集

客
し
て
い
る
。

「
５
鉄
が
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
強

固
な
連
携
を
築
い
て
、
群
馬
の
観
光
を
盛
り

上
げ
、
人
を
呼
び
込
ん
で
く
れ
る
。
鉄
道
事

業
者
は
定
期
運
行
が
最
大
の
使
命
だ
と
は
思

う
が
、
上
毛
電
鉄
の
デ
ハ
１
０
１
や
大
胡
電

車
庫
、
上
信
電
鉄
の
デ
キ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
磨
い
て
観
光
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
佐
藤
次
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

公
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
、
何
も
し
な

け
れ
ば
鉄
道
利
用
は
先
細
っ
て
し
ま
う
。
圧

倒
的
な
ク
ル
マ
社
会
の
中
で
日
々
、
安
全
な

輸
送
を
確
保
し
、
自
社
の
発
展
を
叶
え
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
多
く
の
地

方
鉄
道
が
抱
え
る
課
題
で
は
あ
る
が
、
上
信

電
鉄
、
上
毛
電
鉄
は
公
助
と
自
助
、
共
助
の

取
り
組
み
で
、
日
々
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね

続
け
て
い
る
。
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大胡電車庫（上毛電鉄）大胡電車庫に留置されたデハ 101（上毛電鉄） 工女姿の高崎商科大学生（上信電鉄）

デキ２両が列車を牽引する臨時列車ファンタジー号（上信電鉄）

ファンタジー号のイベント風景（上信電鉄）
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

クルマがあれば不便を感じない生活

　クルマ社会の群馬県下では、県庁所在地であり、他地域
に比較して公共交通を比較的利用しやすい環境にある前橋市
でも、移動手段としてクルマを選択する人が圧倒的多数を占
めています。パーソントリップ調査では、昭和53年調査で
45.2％、平成5年調査で62.4％、平成27・28年の最新の調
査では78.1％と非常に高い数値が出ました。
　その理由となっているのは、前橋の都市構造の変化です。
郊外に大規模なショッピングセンターなどが開業して、中心
市街地にあった商店街が衰退してきたこと。住宅が鉄道沿線
から離れ、外へ外へと広がっていったこと。クルマ利用を前
提とした「まちのスプロール化」が進んでいます。
　市民にとっては、公共交通を使わなくても、クルマがあれば不
便を感じることなく生活ができる――利便性をさらに追求して
まちを整備していくだけでは、将来的に、子どもたちや高齢者の
生活に「負」の影響を及ぼすのではないかと危惧しています。
　
市民の足としての利便性向上

　多くの地方鉄道は、通学や高齢者の通院や買い物などに利
用されています。しかしクルマ社会の前橋市では、医療機関
も、充実した施設を整備して広い駐車場を確保するため、郊外
に移転しています。また、上毛電鉄では沿線にあった高等学校
の移転・統廃合があり、利用者の減少が続いています。
　公的支援の導入に伴い、上毛電鉄は人件費を筆頭にさまざ
まなコスト削減の努力を続け、維持費も必要最低限に絞るな
どの経営努力を重ねています。前橋市としても、市民の足と
してしっかり維持・存続できるよう、利用促進をサポートし
ていきたいと考えています。
　具体的にはパークアンドライドの推進のほか、駅の改良
も進めています。一例を挙げると、城東駅は、既存の出口
の逆側に高校があり、狭い道路に通学の自転車と通勤の自
動車が集中して危険だったため、安全対策と利便性向上
のため新たに東口を設けました。
　鉄道の利便性を高め、毎日の生活の中での利用を呼び掛
けていきたいと考えています。

さまざまな課題を一体化させて考える交通計画

　現在、前橋市の「地域公共交通網形成計画」を作成してい
ます。市内の交通には改善すべき課題がたくさんあり、それら
を一体化させて検討を進めているところです。
　例えば、現在、ＪＲ前橋駅と上毛電鉄の中央前橋駅間には、
市の補助で運賃100円のシャトルバスが運行していますが、
このシャトルバスを高頻度化して循環させ、まちなかの回遊性
向上につなげたい。また、利用者が大きく減少しているバス
は、市内6社のバス会社が連携して路線を再編していく必要
があります。鉄道と二次交通の整備による、よりスムーズな移
動の確保も必要です。さらには、人口が少ない地区の域内交
通をどう組み立てていくか――公共交通は、充実し使いやすい
ネットワークが構築されてこそ、市民の生活に真に活かされて
いくと考えています。
　それには交通だけではなく、まちづくりが大きく関わってき
ます。鉄道駅・中心商業地・官公庁など拠点間に距離があり、
分断された印象を受ける中心市街地を一体化させていく。交通
ネットワークから外れた場所に病院などが設置された拡散型の
都市構造を、公共交通でカバーしながら、将来的にも暮らしや
すく、より利便性の高いまちをつくる。その方向性のもと、上
毛電鉄のＬＲＴ構想を含め、課題を解決する方法について検討
を重ねています。
　全国的に、既存の交通機関を活用して公共交通の再編が進
められています。前橋市民にとって、上毛電鉄は極めて重要な
資産です。マイカーに過度に依存しない社会の実現に向け、次
世代へとつながる公共交通体系をつくる。そのためにも、上毛
電鉄には安全・安定運行をしっかり維持して、その歴史を未来
につなげてほしいと思います。

中央前橋駅からバスに乗り換える高校生 回遊のネックになっている 5 差路の交差点

前橋市では、クルマに依存しすぎない社会の実現を目指し、まちづくりと
交通政策を重ね合わせながら、それぞれの交通が持つ問題解決に取り組
んでいる。その方向性についてお話を伺った。

マイカーに過度に依存しない
社会の実現に向けて

前橋市 政策部
交通政策課 地域交通推進室 主任

伊瀬慎一郎
Shinichiro ISE



張
り
合
い
の
あ
る
会
社
づ
く
り
へ

―
―「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
の
公
的
支
援
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
約
20
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
現
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

木
内　

そ
れ
ま
で
当
社
の
鉄
道
事
業
は
赤
字
が

あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
経
営
が
ど
ん
ど
ん
悪
化

し
て
当
然
借
り
入
れ
も
増
え
、
本
当
に
大
変
で

し
た
。
上
下
分
離
方
式
が
導
入
さ
れ
て
、
列
車

の
運
行
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
益
を

上
げ
る
と
、
そ
れ
が
確
実
に
反
映
さ
れ
る
。
企

業
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鉄

道
基
盤
の
維
持
管
理
費
用
は
、
中
小
の
地
方
鉄

道
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
す
。「
群
馬
型
上

下
分
離
」
方
式
は
、
地
方
鉄
道
の
実
効
的
な
支

援
策
と
し
て
各
地
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

厳
し
い
経
営
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る
地
方
鉄

道
に
と
っ
て
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
制
度
で

す
。当

社
も
36
億
円
あ
っ
た
借
入
金
を
現
在
で
は

18
億
円
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
、
経
営
的

に
も
張
り
合
い
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
社
員
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
全
員

で
「
張
り
合
い
の
あ
る
会
社
づ
く
り
」「
張
り

合
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
で
あ
れ
ば
、
い
い

人
材
が
集
ま
っ
て
く
る
。
で
き
れ
ば
今
後
は
沿

線
に
住
む
若
い
人
た
ち
を
採
用
し
て
、
地
元
に

誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
も
ら
え
る
会
社
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
富
岡
製
糸
場
な
ど
の
世
界
遺
産
登
録
と
い

う
追
い
風
も
あ
り
ま
し
た
。

木
内　

世
界
遺
産
登
録
が
決
ま
っ
て
輸
送
人
員

が
急
激
に
伸
び
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
定
期

外
の
お
客
さ
ま
が
35
％
増
え
、
30
％
以
上
の
増

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
少
し
落
ち
着
い

て
き
て
、
登
録
前
の
約
15
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
維
持
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、
訪
れ
た
方
々
の

現
地
で
の
滞
在
時
間
が
短
く
、
地
元
に
落
と
す

お
金
が
意
外
と
少
な
か
っ
た
こ
と
。
訪
れ
た

方
々
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
か
。
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

沿
線
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
輸
送
人
員

を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
足

と
し
て
し
っ
か
り
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
沿
線
に
あ
る
観
光
資
源
を
活
か
し

て
、
観
光
鉄
道
と
し
て
当
社
線
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
い

か
に
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
か
に
注
力
し
て
い

ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
今
、
上こ

う
づ
け
さ
ん
ぴ

野
三
碑
が
世
界
記
憶

遺
産
の
国
内
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
碑
も
当
社
沿
線
が
最
寄
り
駅
と
な
っ
て
い
て
、

「
世
界
記
憶
遺
産
候
補
の
地
を
廻
る
」
ハ
イ
キ
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

西上州の足として 120 余年の歴史を刻む上信電鉄。
富岡製糸場などの世界遺産登録で伸びた輸送人員を維持しようと、
地域の協力と支援を力に、鉄道の活性化に取り組んでいる。
地域の暮らしを支え、「観光鉄道」としての飛躍を目指す――
木内代表取締役社長にお話を伺った。

120余年の歴史を継承して
地域の路線を
守り続ける。

TOP INTERVIEW

上信電鉄株式会社 代表取締役社長

木内幸一
Kouichi KIUCHI



ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
乗
車
券
の
企
画
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
全
国
の
中
高
年
の
方
々
に
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
定
さ
れ
れ
ば
富
岡
製
糸
場
な
ど
と

合
わ
せ
て
実
に
５
駅
が
世
界
遺
産
、
世
界
記
憶

遺
産
の
最
寄
り
駅
と
な
り
、
利
用
促
進
の
好
機

と
し
て
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　イ
ベ
ン
ト
は
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に

―
―
上
信
電
鉄
は
企
画
列
車
や
イ
ベ
ン
ト
が
多

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

木
内　

そ
う
で
す
ね
。
中
で
も
全
国
か
ら
届
い

た
絵
手
紙
を
車
内
に
飾
る
絵
手
紙
列
車
も
今
年

で
11
回
目
を
迎
え
、
出
展
者
は
６
７
８
人
、
作

品
数
は
９
０
３
点
と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。
絵
手
紙
列
車
に
は
、
作
品
を
出
さ
れ
た
方

が
家
族
や
お
知
り
合
い
と
一
緒
に
全
国
各
地
か

ら
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
列
車

の
運
行
時
間
を
問
い
合
わ
せ
て
乗
車
さ
れ
る
の

で
す
が
、
特
に
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
年
に

臨
時
列
車
で
運
行
す
る
と
、
出
展
者
同
士
、
お

互
い
の
作
品
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
大
変
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

実
は
、
列
車
の
運
行
こ
そ
当
社
が
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
全
国
か
ら
届
く
絵
手
紙
を
管
理
し

て
準
備
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
沿
線
に
お
住
ま

い
の
女
性
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
非
常
に
き

め
細
や
か
に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
お
か
げ
さ

ま
で
今
で
は
「
走
る
美
術
館
」
と
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
沿
線
自
治
体

や
住
民
の
方
々
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
魅
力
を
参
加
者
に
伝
え
る
ガ
イ
ド

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
出
店
し
て
名
産
品

を
販
売
し
て
い
た
だ
い
た
り
。
私
も
、
時
々
、

地
元
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
お
客
さ
ま
に
サ
プ
ラ
イ

ズ
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
方
々
の
力
を
お
借
り
す
る
の
は
、
当

社
の
社
員
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
地
元
に
根
ざ

し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
地
元
の
方
々
は
そ
の
地

の
魅
力
を
よ
く
ご
存
じ
で
す
し
、
地
元
の
方
が

参
加
し
て
こ
そ
盛
り
上
が
る
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
こ
そ
価
値
が
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
満
足

度
も
上
が
り
ま
す
。
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
来

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
「
地
域
」
に

な
り
ま
す
。
沿
線
に
は
、
以
前
は
、
そ
こ
そ
こ

人
気
が
あ
っ
た
の
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
観
光
地

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
っ
て
見
せ
方
次
第
、
工

夫
次
第
で
人
気
を
回
復
で
き
る
は
ず
で
す
。
今

後
も
地
元
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
高
崎
市
や
富
岡
市
に
は
、
当
社
の
駅

前
広
場
を
活
用
し
て
行
政
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
、
ど
こ
の
自
治
体

も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
駅
の
拠
点
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

駅
に
賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
、
ま
ち
の
中
心
部

に
人
を
呼
び
戻
す
。
駅
前
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
普
段
は
ク
ル
マ
を
利
用
す
る
人
も

鉄
道
を
使
っ
て
お
出
か
け
に
な
り
ま
す
。
当
社

も
そ
う
し
た
日
は
乗
客
が
か
な
り
増
え
、
確
実

に
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

―
―
大
学
や
専
門
学
校
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

木
内　

平
成
14
年
に
高
崎
商
科
大
学
前
駅
が
新

設
さ
れ
て
か
ら
は
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
若
い

人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く

れ
ま
す
。

高
崎
駅
の
引
退
車
両
を
再
利
用
し
た
待
合
室

は
、
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
の
学
生
た
ち

が
作
っ
て
く
れ
た
力
作
で
す
。
車
内
を
板
張
り

に
し
て
木
の
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
、
外
側
も
き
れ

い
に
塗
装
し
て
く
れ
ま
し
た
。
冷
暖
房
や
飲
み

物
の
自
販
機
も
完
備
し
て
、
快
適
に
電
車
を

待
っ
て
い
た
だ
く
環
境
が
整
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
勉
強
す
る
高
校
生
も
多
い
ん
で
す
。
予
想

外
の
使
わ
れ
方
で
す
が
、
こ
れ
も
沿
線
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
て
い
る
証
し
と
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

大
規
模
修
繕
に
い
か
に
対
応
す
る
か

  ―
―
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
ま
す
か
。

木
内　

歴
史
が
長
い
だ
け
に
設
備
が
か
な
り
老

朽
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
掛
か
り
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
は
補
助
金
で
は
賄
い
き
れ
な
い
大
規

模
修
繕
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
車
両
も
当
社
は
２
両
編
成
で
す
が
、

中
古
を
捜
し
て
も
ほ
と
ん
ど
が
３
、４
両
編
成

で
、
そ
れ
を
改
造
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る
。

変
電
所
も
現
在
６
万
６
０
０
０
ボ
ル
ト
で
シ
ス

テ
ム
が
組
ま
れ
て
い
て
、
将
来
的
な
維
持
費
用

を
考
慮
す
る
と
６
６
０
０
ボ
ル
ト
に
更
新
し
た

い
。
鉄
橋
な
ど
の
補
修
も
し
た
い
。
問
題
は
山

積
み
な
の
で
す
が
、
大
規
模
な
維
持
・
修
繕
費

は
、
現
在
の
よ
う
な
単
年
度
ご
と
で
し
か
も
上

限
が
あ
る
補
助
制
度
で
は
な
か
な
か
手
を
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
、
安
全
性
に
鑑
み

て
優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら
少
し
ず
つ
進
め
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
く

な
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
何
カ
年
計
画
で
進

め
ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
こ
の
辺
り
は
私

た
ち
鉄
道
事
業
者
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課

題
で
す
ね
。

群
馬
県
は
ク
ル
マ
社
会
で
、
そ
の
利
便
性
に

頼
っ
て
い
る
部
分
が
残
念
な
が
ら
大
き
い
の
で

す
が
、
近
い
将
来
、
多
く
の
人
た
ち
が
自
分
た

ち
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の
重
要
性
を
実
感
す

る
日
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
地
域
の

方
々
が
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通
手
段
と
し

て
、
鉄
道
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い

ま
す
。
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安
全
の
確
保
で
は
大
き
な
効
果
が
あ
る

―
―
平
成
９
年
に
東
武
鉄
道
か
ら
上
毛
電
鉄
に

い
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
で
し
た
か
。

古
澤　
「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式
の
支
援
を

受
け
る
前
年
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
真
っ
た
だ
中
で
し
た
。
東
武

鉄
道
で
も
都
市
部
と
は
異
な
り
、
北
部
の
群
馬

県
内
で
は
利
用
者
が
少
な
い
。
上
毛
電
鉄
は
そ

の
さ
ら
に
北
部
を
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し

か
も
路
線
を
1
本
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
内
部

補
助
も
で
き
ま
せ
ん
。

当
初
は
鉄
道
部
の
担
当
で
し
た
が
、
平
成
14

年
に
社
長
に
就
任
し
、
経
営
者
と
し
て
収
支
の

改
善
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
来
年
か
ら
支
援

も
第
５
期
に
入
り
ま
す
が
、「
第
5
期
経
営
再

建
計
画
」
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
、
沿
線

自
治
体
と
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
1
期
に
、
車
両
の
近
代
化
を
図
り
、
京
王

電
鉄
井
の
頭
線
の
３
０
０
０
形
２
連
を
８
本
導

入
し
ま
し
た
が
、
車
齢
が
50
年
を
超
え
て
い
る

の
で
一
部
だ
け
で
も
更
新
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
初
期
の
頃
と
比
べ
て
、
経
営
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

古
澤　

支
援
後
は
収
支
均
衡
が
取
れ
て
、
平
成

10
年
度
に
は
４
億
１
０
０
０
万
円
あ
っ
た
繰
越

欠
損
金
が
現
在
は
２
億
４
０
０
０
万
円
と
、
ま

だ
債
務
超
過
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
20
年
で

１
億
７
０
０
０
万
円
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
状
況
的
に
は
輸
送
人
員
が
最
盛
期

の
６
分
の
1
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
利
用

者
数
が
下
げ
止
ま
ら
な
け
れ
ば
予
断
は
許
さ
れ

な
い
状
態
で
す
。

鉄
道
基
盤
設
備
維
持
費
補
助
は
、
群
馬
型
上

下
分
離
独
自
の
補
助
制
度
で
、
赤
字
の
範
囲
で

補
助
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
が
、県
も
沿
線

市
も
財
政
が
厳
し
い
。
当
社
と
し
て
は
補
助
金

額
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
こ
は

何
と
か
頑
張
っ
て
抑
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
群
馬
型
上
下
分
離
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

古
澤　

鉄
道
は
安
全
第
一
を
大
前
提
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
業
で
す
の
で
、
赤
字
だ
か
ら
と
い
っ

て
安
全
の
投
資
を
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
民
間
企
業
と
し
て
の
収
益
の
確

保
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

道
路
維
持
に
税
金
を
投
入
す
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
鉄
道
の
設
備
維
持
に
対
し
て
も
、
公
的

支
援
を
行
う
―
―
「
群
馬
型
上
下
分
離
」
方
式

は
、
安
全
設
備
投
資
の
資
金
難
に
苦
し
む
地
方

鉄
道
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
救
い
の
制
度
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

一
番
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
経
営
主
体
を
分

離
せ
ず
に
一
体
の
ま
ま
運
営
で
き
る
の
で
、
列

車
運
行
と
設
備
整
備
面
の
情
報
が
共
有
化
さ
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れ
、
安
全
が
確
保
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

鉄
道
事
業
者
は
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
安

全
運
行
と
収
益
の
確
保
に
努
力
す
る
。
下
を
管

理
す
る
自
治
体
に
は
、
鉄
道
の
専
門
知
識
が
必

要
と
な
る
た
め
、
事
業
者
が
連
携
し
て
安
全
確

保
に
取
り
組
む
。
自
治
体
と
事
業
者
の
信
頼
関

係
の
下
に
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
鉄
道
を
維

持
・
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
ほ
ど
、
自
治
体
も
財
政
が
厳
し
い
の
で
、

当
社
も
頑
張
っ
て
抑
え
て
い
る
と
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係
が
で
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
我
慢
す
べ
き
と
こ
ろ
は
我

慢
し
、
お
願
い
す
る
べ
き
と
こ
ろ
は
お
願
い
で

き
て
い
る
の
で
す
。

当
社
に
こ
の
支
援
制
度
が
適
用
さ
れ
た
と

き
、
全
国
の
地
方
鉄
道
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
そ
の
期
待
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
、
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
員
一
人
一
人
が
最
大
限
の
努
力
を

―
―
鉄
道
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

古
澤　

最
大
限
の
自
助
努
力
を
前
提
に
公
的
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
こ
と

は
す
べ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
中
で
も
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
は
人
気

が
高
く
、
集
合
駅
ま
で
の
鉄
道
利
用
に
結
び
付

い
て
い
ま
す
。
お
金
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
私
を
含
め
社
員
が
コ
ー
ス
の
下
見
を

し
た
り
、
当
日
の
案
内
役
を
務
め
た
り
し
て
い

ま
す
。
休
日
の
仕
事
に
な
り
ま
す
が
、
社
員
も

気
持
ち
よ
く
協
力
し
て
く
れ
る
。
労
を
惜
し
ま

ず
、
地
味
で
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
そ
う
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
で
、
地
域
の

信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
―
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

古
澤　

列
車
の
ワ
ン
マ
ン
化
や
駅
の
無
人
化
を

進
め
、
変
電
所
も
本
社
で
遠
隔
操
作
し
て
い
ま

す
。
外
注
化
を
進
め
、
線
路
の
保
守
や
車
両
の

担
当
も
最
小
限
の
人
数
に
絞
り
、
20
年
前
は

１
０
０
人
以
上
い
た
社
員
が
今
は
55
人
で
す
。

安
全
運
行
を
考
え
る
と
、
こ
れ
以
上
、
社
員
を

減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
体
の
コ
ス
ト
削
減
は
や
り
終
え
て
い
る
の

で
、
残
る
は
運
行
頻
度
の
見
直
し
に
な
り
ま
す

が
、
頻
度
の
低
下
は
さ
ら
な
る
利
用
者
減
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
も
、
現
在
の
30
分
ヘ
ッ
ド
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
社
内
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で
す
か
。

古
澤　

か
つ
て
の
社
員
の
中
に
は
、「
存
続
危

機
と
い
っ
て
も
鉄
道
が
な
く
な
る
は
ず
が
な

い
」
と
考
え
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
ん

な
生
易
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
、
今
の
若
い
社
員
は
鉄
道
の
未
来
に
危
機
感

を
持
ち
さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
策
を
一
緒
に
考
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
社
員
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
実
施
す
る
と

き
も
、
ラ
ッ
シ
ュ
が
落
ち
着
く
午
前
８
時
以
降

に
設
定
し
て
い
た
ん
で
す
が
、「
最
近
の
状
況

か
ら
す
る
と
、
も
う
１
本
早
い
ダ
イ
ヤ
で
も
対

応
で
き
る
か
ら
、
切
り
替
え
て
ほ
し
い
」
と
乗

務
員
の
方
か
ら
申
し
出
て
く
れ
た
ん
で
す
。

デ
コ
ト
レ
イ
ン
も
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、

社
員
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
飾

り
付
け
て
く
れ
る
。
す
ぐ
に
収
入
に
結
び
付
く

こ
と
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
の
先
に

あ
る
も
の
を
、
彼
ら
は
常
に
見
つ
め
続
け
て
い

る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
内
の

士
気
を
下
げ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

長
期
的
視
野
で
公
共
交
通
を
考
え
る

―
―
ク
ル
マ
社
会
の
中
で
、
鉄
道
を
維
持
す
る

の
は
大
変
な
努
力
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。

古
澤　

少
子
高
齢
化
の
時
代
と
な
り
、
多
く
の

都
市
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
ク
ル
マ
に
こ
れ
だ
け
依
存
し
た
群
馬
県

で
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県

内
の
都
市
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
至
る
に
は
、

ま
だ
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
も
、
前
橋
赤
十
字
病
院
の
老
朽
化
に

伴
う
建
て
替
え
と
移
転
で
、
当
社
沿
線
の
土
地

も
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
最
終
的

に
は
広
大
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
郊

外
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
、

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
公
共
交
通
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
の
維
持
・
存
続
は
、
鉄
道
の
利
用
が

あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。
鉄
道
の
利
用
促
進

に
、
特
効
薬
は
な
い
し
、
こ
う
す
れ
ば
い
い
と

い
う
正
解
が
あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当

社
の
日
々
の
努
力
を
見
て
、
沿
線
の
自
治
体
の

方
々
も
、
単
に
補
助
金
を
出
す
と
い
う
の
で
は

な
く
、
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
ス
タ
ン

ス
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
連
携
を
強

化
し
て
、
何
と
か
当
社
線
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
澤　

20
年
前
に
先
人
達
が
創
っ
て
く
だ
さ
っ

た
今
の
制
度
を
、
今
後
も
、
可
能
な
限
り
維
持

し
て
、
安
全
運
行
と
収
支
均
衡
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
、
こ
の
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

そ
し
て
、
社
員
の
処
遇
を
何
と
か
改
善
し
て

い
き
た
い
。
現
時
点
で
、
社
員
に
は
か
な
り
我

慢
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
他
の
事
業
者
と

の
給
与
格
差
が
あ
ま
り
に
大
き
い
と
、
社
員
が

定
着
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
鉄
道
に
お
け
る
安
全

と
は
、
設
備
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、「
人
」

に
も
手
厚
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
安
全
と
収
支
の
均
衡
の
両
輪
で
、
最

後
の
目
標
は
営
業
の
黒
字
化
と
し
て
、
当
社
路

線
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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特集：「群馬型上下分離」―20年の軌跡と展望
［上信電鉄・上毛電気鉄道の経営努力と地域の支援］

日本最古級のデハ 101。現在もイベントなどで活躍する
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１
．「
廃
線
処
理
投
手
」
と
呼
ば
れ
て

鉄
道
は
な
ぜ
、
か
く
も
魅
力
的
な
の
だ
ろ
う

か
？こ

の
文
章
を
書
く
に
当
た
り
、
そ
の
不
思
議

な
魅
力
を
ど
う
表
現
す
べ
き
か
悩
ん
だ
末
、
適

切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
凜
」
と
い

う
一
文
字
を
思
い
つ
い
た
。
筋
が
一
本
通
り
、

き
り
り
と
引
き
締
ま
っ
た
様
子
で
あ
る
。
ま

た
、「
泰
然
」
と
い
う
二
文
字
も
考
え
て
み
た
。

落
ち
着
い
て
い
て
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
さ
ま

を
表
す
。
ず
っ
と
前
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
て
、
今

日
も
い
つ
も
ど
お
り
走
り
、
ず
っ
と
先
ま
で
そ

れ
が
続
く
。
沿
線
の
人
々
や
来
訪
者
が
自
由
に

利
用
し
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
別
れ
を
演
出

し
な
が
ら
、
地
域
を
黙
々
と
支
え
、
安
心
感
を

与
え
て
く
れ
る
「
イ
ン
フ
ラ
」、
そ
れ
が
鉄
道

の
魅
力
の
基
本
に
あ
る
。

一
方
、「
凜
」「
泰
然
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

冷
た
さ
や
、
融
通
の
利
か
な
さ
と
い
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
感
じ
ら
れ
る
。
み
ん
な
が
鉄
道
を
頼

り
に
し
、
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
う
ち
は
よ
い

が
、
も
っ
と
便
利
で
柔
軟
な
も
の
が
出
る
と
、

途
端
に
見
離
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
離
反
を

食
い
止
め
る
た
め
の
対
応
が
容
易
で
な
い
の
も

特
徴
で
あ
る
。

著
者
が
「
廃
線
処
理
投
手
」
と
い
う
悪
名

（
？
）
を
い
た
だ
い
て
か
ら
10
年
以
上
に
な
る
。

地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
路

線
バ
ス
網
を
中
心
と
し
た
地
域
公
共
交
通
立
て

直
し
の
支
援
に
関
わ
り
、
鉄
道
線
の
活
性
化
も

幾
つ
か
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
中
で
も
鉄
道
廃

線
後
の
代
替
手
段
確
保
は
図
抜
け
て
難
し
く
、

神
経
も
す
り
減
る
「
修
羅
場
」
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
廃
線
間
近
の
鉄
道
に
「
凜
」
も

「
泰
然
」
も
感
じ
な
い
。
駅
は
荒
れ
果
て
、
乗

り
心
地
も
よ
く
な
い
。
レ
ー
ル
を
見
る
と
光
沢

の
ム
ラ
が
目
立
ち
、
軌
道
狂
い
が
大
き
い
こ
と

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
速
く
走
れ
ず
、

隣
の
道
路
を
走
る
車
に
ど
ん
ど
ん
抜
か
さ
れ
て

し
ま
う
。
雑
草
も
伸
び
放
題
で
あ
る
。
駅
を
出

て
も
何
も
な
く
寂
し
い
ば
か
り
。
地
域
に
見
離

さ
れ
た
と
は
こ
う
い
う
姿
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

廃
線
が
決
ま
る
と
利
用
が
急
増
す
る
が
、
そ
れ

も
廃
線
ま
で
の
こ
と
。
本
当
に
魅
力
が
あ
る
地

域
な
ら
ば
、
廃
線
ブ
ー
ム
で
来
て
く
れ
た
人
が

廃
線
後
も
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
代
替
交
通
で

来
て
く
れ
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
方
、
廃
線
の
決
定
が
下
さ
れ
た
と
し
て
、

そ
の
後
の
代
替
交
通
確
保
策
検
討
は
「
な
い
な

い
づ
く
し
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
時
間
が
な
い
。

廃
線
ま
で
の
間
に
２
年
も
い
た
だ
け
れ
ば
御
の

字
で
、
通
常
は
１
年
強
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。

著
者
が
携
わ
っ
た
例
で
は
７
カ
月
し
か
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
多
く
の
場
合
、
廃
線

決
定
時
に
は
代
替
交
通
の
案
は
ほ
と
ん
ど
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。「
そ
ん
な
状
態
で
廃
線
の
是

非
が
検
討
で
き
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
浮

か
ぶ
だ
ろ
う
が
、
廃
線
決
定
ま
で
は
存
続
可
能

性
の
追
求
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ

る
。「
代
替
交
通
を
検
討
」
と
い
う
情
報
が
流

れ
る
だ
け
で
「
廃
線
を
認
め
る
の
か
？
」
と
い

う
反
発
の
声
が
上
が
る
の
で
、
と
て
も
表
だ
っ

て
は
検
討
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

自
治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
検
討

し
運
行
開
始
に
至
る
ま
で
に
は
最
低
で
も
１
年

は
か
け
て
い
る
。
し
か
し
鉄
道
代
替
交
通
は
、

2007 年施行の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」により、
鉄道の維持・存続に、「公有民営化」などの再生スキームを活用する道が開かれた。
鉄道の存在をどう評価するのか。地域にとって本当に鉄道は必要なのか。
地域とともにある持続可能な鉄道とする――その方策を考察する。

基調報告 48

鉄道が地域を支え、
地域が鉄道を支えるために
名古屋大学大学院
環境学研究科附属 持続的共発展教育研究センター 教授

加藤博和
Hirokazu KATO

名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程修了。名古屋大学大学
院工学研究科助手、同環境学研究科助教授・准教授を経て現職。
専門は低炭素都市・交通計画、地域公共交通戦略、地域再生。国
土交通省交通政策審議会委員、内閣府地方分権改革有識者会議地
域交通部会構成員など国の運輸・交通政策に関与しつつ、地域公
共交通プロデューサーとして全国各地の現場で活動。座右の銘は

「バス・鉄道は会議室でなく現場を走っている」。
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一
般
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
よ
り
規
模
が
大
き

い
の
に
、
そ
れ
よ
り
短
い
検
討
期
間
し
か
な
い

こ
と
も
ざ
ら
に
あ
る
。
短
す
ぎ
て
運
転
手
や
車

両
の
確
保
さ
え
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て

計
画
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

い
い
代
替
交
通
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
も
、
検

討
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が
足
り
な
い
。
多
く
の

場
合
、
デ
ー
タ
と
し
て
存
廃
検
討
時
の
（
存
続

を
追
求
す
る
た
め
の
）
調
査
結
果
し
か
使
え
な

い
。
廃
線
決
定
後
は
地
域
に
あ
き
ら
め
ム
ー
ド

が
広
が
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て
低
く

な
る
。
決
定
前
ま
で
は
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
存
続
運
動
に
参
加
し
て
い
て
も
、
決

定
し
た
瞬
間
に
多
く
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
彼
ら
は
鉄
道
存
続
が
目
的
で
あ
っ
て
、
地

域
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
に
は
関
心
が
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ゴ
タ
ゴ
タ
に

よ
っ
て
地
域
内
の
様
々
な
人
間
・
組
織
間
の
関

係
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

そ
う
い
う
混
乱
状
況
で
呼
び
出
し
を
い
た
だ

く
の
が
著
者
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
楽
し
く
な

い
、
い
や
、
非
常
に
苦
し
い
仕
事
で
あ
る
が
、

間
違
い
な
く
必
要
な
仕
事
で
あ
る
と
信
じ
て
、

「
廃
線
処
理
を
敗
戦
処
理
に
終
わ
ら
せ
な
い
」

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、「
鉄
道
が
な
く
な
っ
て
も

地
域
は
あ
る
。
鉄
道
を
造
り
守
っ
て
き
た
先
人

の
想
い
だ
け
は
忘
れ
る
な
！
」
と
ア
ジ
演
説
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

２
．「
鉄
道
存
廃
問
題
」
に

　
　

地
域
・
自
治
体
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か

著
者
が
鉄
道
存
廃
検
討
に
お
い
て
最
も
重
要

と
考
え
て
き
た
の
は
「
鉄
道
存
続
を
『
目
的
』

に
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
と
、「
存
廃
の
如

何
が
地
域
の
盛
衰
を
決
め
る
の
で
は
な
く
『
存

廃
問
題
に
主
体
的
に
対
応
し
た
か
否
か
』
で
決

ま
る
」
こ
と
の
２
点
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を

す
る
と
、「
鉄
道
が
地
域
を
支
え
て
い
る
」
と

い
う
「
幻
想
」
を
振
り
払
い
、
地
域
を
支
え
る

公
共
交
通
網
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
半
ば
白
紙

で
考
え
、
そ
の
中
で
い
ま
あ
る
鉄
道
が
費
用
効

率
的
に
役
割
を
果
た
し
得
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
そ
の
大
前
提
と
し

て
、
日
頃
か
ら
地
域
の
公
共
交
通
網
、
そ
し
て

鉄
道
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
を
地
域
自

ら
し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。鉄

道
事
業
者
が
廃
線
方
針
を
明
ら
か
に
し
た

と
い
う
報
道
で
、
地
元
自
治
体
が
「
唐
突
で
驚

い
た
」「
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
困
る
」
と
コ

メ
ン
ト
す
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
。
こ
れ
を
見

て
、
鉄
道
事
業
者
は
何
と
不
誠
実
か
と
思
う
方

も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
著
者
か
ら
す
れ
ば
、

そ
ん
な
認
識
し
か
な
い
か
ら
廃
線
危
機
に
至
る

の
だ
、
と
な
る
（
も
ち
ろ
ん
、
分
か
っ
て
は
い

た
が
政
治
的
な
ポ
ー
ズ
と
し
て
あ
え
て
そ
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
を
出
す
例
も
あ
る
が
）。
廃
線

に
な
り
そ
う
か
ど
う
か
は
、
日
頃
利
用
し
て
い

れ
ば
わ
か
る
し
、
利
用
し
な
く
て
も
駅
や
ダ
イ

ヤ
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
の
人

た
ち
が
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い
な
い
か
ら
、
気

に
懸
け
て
い
な
い
か
ら
、
維
持
が
困
難
と
な

り
、
廃
線
意
向
表
明
も
唐
突
と
感
じ
て
し
ま

う
、
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
鉄
道

事
業
者
と
自
治
体
と
の
情
報
・
意
見
交
換
が
日

頃
か
ら
円
滑
で
あ
れ
ば
、
事
業
者
が
一
方
的
に

意
向
を
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ

う
。自

治
体
の
コ
メ
ン
ト
に
は
「
も
っ
と
経
営
努

力
を
」「
採
算
性
だ
け
で
決
め
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
存
廃
問
題

が
表
面
化
す
る
路
線
の
大
半
は
、
採
算
性
う
ん

ぬ
ん
は
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
利
用
が
少
な

く
、
赤
字
を
会
社
全
体
で
は
と
て
も
吸
収
で
き

な
い
か
、
バ
ス
な
ど
別
の
手
段
に
切
り
替
え
た

方
が
費
用
効
率
性
が
高
い
と
い
う
段
階
に
至
っ

て
い
る
。
そ
の
時
点
か
ら
鉄
道
存
続
の
取
り
組

み
を
始
め
て
も
厳
し
い
。

「
国
が
支
援
す
べ
き
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も

見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
近
年
維
持
困
難
と
な
っ

て
い
る
Ｊ
Ｒ
の
超
閑
散
路
線
に

つ
い
て
は
、
国
鉄
改
革
時
の
経

緯
も
あ
っ
て
こ
の
種
の
コ
メ
ン

ト
が
多
い
。
し
か
し
、
国
土
レ

ベ
ル
で
の
幹
線
を
形
成
す
る
路

線
を
除
け
ば
、
鉄
道
で
は
費
用

効
率
的
で
な
い
区
間
に
つ
い
て

国
が
支
援
す
る
理
屈
を
つ
け
る

の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
現
在

問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
の
各

線
は
、
こ
れ
ま
で
廃
線
や
経
営

方
式
変
更
が
行
わ
れ
て
き
た
民

鉄
・
第
３
セ
ク
タ
ー
各
線
よ
り

利
用
が
ず
っ
と
少
な
い
と
こ
ろ

ば
か
り
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
域
自

ら
が
必
要
性
を
具
体
的
に
認
識

し
、
そ
の
維
持
に
主
体
的
に
参

画
し
、
利
用
を
増
や
し
て
い
く

決
意
を
持
ち
実
行
に
移
す
の
で

な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
残
せ
る

も
の
で
は
な
い
し
、
残
す
べ
き
で
も
な
い
と
著

者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
な
く
し
て
運
良
く
ホ

ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
が
現
れ
た
と
し
て
も
、
利
用
者

の
減
少
は
止
め
ら
れ
ず
、
気
が
つ
い
た
ら
地
域

住
民
利
用
が
想
定
さ
れ
な
い
観
光
特
化
路
線
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
引
き
受
け
時
よ
り
厳
し

い
状
態
で
投
げ
出
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
。
逆
に
、
地
域
が
主
体
的
に
参
画
・
行
動
す

る
こ
と
で
、
利
用
し
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
（
路

線
・
ダ
イ
ヤ
・
乗
降
施
設
・
車
両
）
へ
の
変
化

が
進
ん
だ
り
、
鉄
道
を
利
用
し
た
生
活
・
来
訪

（
観
光
を
含
む
）
の
ス
タ
イ
ル
が
広
ま
る
可
能

性
が
大
き
く
な
り
、
利
用
者
減
少
と
地
域
の
無

上毛電気鉄道。平成 10 年度より「群馬型上下分離」方式の公的支援を受ける
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関
心
が
連
鎖
す
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
却

で
き
る
。

３
．
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
が

　
　

求
め
る
「
自
治
体
の
主
体
性
」

２
０
０
７
年
に
施
行
さ
れ
た
「
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」（
活

性
化
再
生
法
）
の
第
４
条
で
は
、
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
網
形
成
に
関
す
る
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
・
交
通
事
業
者
の
努
力
義
務
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
主
体
的
に
取
り
組

む
」
の
は
市
町
村
で
あ
り
、「
市
町
村
の
区
域

を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
主
体
的
に
取
り
組
む
」
の
が
都

道
府
県
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
国
や
交

通
事
業
者
に
は
そ
の
よ
う
な
努
力
義
務
は
課
さ

れ
て
い
な
い
。
10
年
も
前
か
ら
こ
う
い
う
法
律

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
著
者
が
各
地
で
こ
の
話

を
す
る
と
、
首
長
・
議
員
は
も
と
よ
り
担
当
者

レ
ベ
ル
で
も
「
始
め
て
知
っ
た
」
と
い
う
人
が

多
い
。
地
域
公
共
交
通
に
取
り
組
む
な
ら
、
最

も
基
本
的
な
法
律
で
あ
る
活
性
化
再
生
法
の
初

め
の
方
く
ら
い
さ
ら
り
と
読
ん
で
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
（
他
に
も
当
然
知
っ
て

お
く
べ
き
重
要
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
）。

そ
し
て
、
こ
の
規
定
は
決
し
て
国
や
交
通
事
業

者
が
サ
ボ
る
こ
と
を
正
当
化
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
地
域
公
共
交
通
の
受
益
の
多
く
は
沿
線

地
域
に
帰
着
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
享
受
す

る
地
域
自
体
が
主
体
性
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
い

い
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
至
極
当
た
り

前
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
国
は
、
細
か
い
事
情
が
分
か
ら
な
け
れ
ば

手
出
し
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
上

で
、
自
治
体
が
主
体
性
を
持
つ
よ
う
に
自
覚
を

促
し
、
ま
た
行
動
し
て
い
る
自
治
体
を
重
点
的

に
支
援
す
る
施
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

自
治
体
の
主
体
性
発
揮
は
、
ま
ず
鉄
道
の
存

在
を
ど
う
評
価
す
る
か
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

日
本
で
は
鉄
道
は
、
利
用
者
が
支
払
う
運
賃
が

運
営
費
用
を
償
え
る
と
い
う
狭
義
の
採
算
性
確

保
が
原
則
と
な
っ
て
き
た
が
、
鉄
道
は
直
接
の

利
用
者
以
外
に
も
広
く
便
益
（
ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
効
果
）
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
を
含
め
た
社
会
的
便
益
が
運
営
費
用
を
償
え

る
な
ら
維
持
す
る
意
味
が
あ
る
。
た
だ
し
、
バ

ス
等
の
他
手
段
と
比
べ
費
用
効
率
性
が
高
い
こ

と
、
他
手
段
で
は
得
ら
れ
な
い
特
有
か
つ
重
要

な
効
果
が
発
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

得
る
た
め
に
運
賃
以
外
の
収
入
が
確
保
で
き
る

こ
と
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
へ
の
対
価
は
、
基

本
的
に
公
的
補
助
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
利
用
し
て
い
な
い
人
も
含
め

た
地
域
全
体
で
支
払
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
み

に
過
大
な
負
担
を
押
し
つ
け
な
い
と
い
う
「
保

険
」
の
役
割
も
果
た
す
。
い
ま
乗
っ
て
く
れ
て

い
る
利
用
者
の
お
か
げ
で
、
日
頃
利
用
し
な
い

人
も
い
ざ
と
い
う
時
に
利
用
で
き
る
の
だ
か

ら
、
利
用
者
が
受
け
る
便
益
に
対
す
る
負
担
の

一
部
を
公
共
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
も
お
か
し

な
こ
と
で
は
な
い
、
と
な
る
。

４
．「
公
有
民
営
型
上
下
分
離
」
は

　
　

理
に
か
な
っ
て
い
る

地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
客
観
的
に
計
量
で
き
る
要
素
以
外

に
、
主
観
性
が
強
い
要
素
も
あ
る
。「
廃
線
し

た
ら
復
活
で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
を
よ
く
見

る
が
、「
廃
線
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

『
何
か
』
を
失
う
」
の
か
が
よ
り
本
質
的
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
鉄
道
の
存
在
価
値
に
関
す

る
議
論
が
地
域
で
十
分
行
わ
れ
、
合
意
形
成
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
軌
道
や
駅
、

場
合
に
よ
っ
て
は
車
両
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
鉄
道
の
存
在
へ
の
対
価
と
し
て
公

共
が
保
有
し
て
維
持
管
理
し
、
営
業
の
部
分
は

運
賃
を
原
資
と
し
て
事
業
者
が
担
う
と
い
う

「
公
有
民
営
型
上
下
分
離
」
が
有
効
な
ス
キ
ー

ム
と
な
る
。
活
性
化
再
生
法
で
こ
の
方
式
の
導

入
が
推
奨
さ
れ
、
特
に
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
普
及

し
つ
つ
あ
る
。
欠
損
補
助
に
よ
る
維
持
で
は
、

事
業
者
が
積
極
経
営
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

働
か
ず
、
利
用
者
増
加
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み

出
す
こ
と
が
難
し
い
の
も
、
公
有
民
営
型
上
下

分
離
が
有
効
な
１
つ
の
理
由
で
あ
る
。

鉄
道
に
公
有
民
営
型
上
下
分
離
を
導
入
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
治
体
が
鉄
道
を
地
域
に

と
っ
て
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
見
な
し
、
主
体
的

に
維
持
し
て
い
く
と
い
う
意
思
表
明
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
治
体
の
方
々
と
話
を

す
る
と
、「
そ
こ
ま
で
踏
み
込
む
の
に
は
勇
気

が
い
る
」
と
い
う
意
見
が
多
い
。
し
か
し
そ
の

勇
気
が
な
け
れ
ば
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
維
持
と

そ
の
有
効
活
用
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

活
性
化
再
生
法
で
は
、
公
有
民
営
型
上
下
分

離
を
導
入
す
る
条
件
と
し
て
、
法
定
協
議
会
を

設
置
し
て
法
定
計
画
（
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
）
を
策
定
し
、
そ
の
実
行
計
画
（
鉄
道
事

業
再
構
築
実
施
計
画
）
で
上
下
分
離
ス
キ
ー
ム

を
規
定
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
協
議

会
と
網
形
成
計
画
を
い
か
に
有
意
義
に
す
る
か

が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

活
性
化
再
生
法
に
基
づ
い
て
国
が
提
供
す
る

様
々
な
支
援
策
を
得
る
た
め
に
法
定
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
定
協
議
会

を
開
い
て
計
画
を
と
に
か
く
（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

で
）
策
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
態
度
で
持
続
可
能

な
公
共
交
通
が
構
築
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
活

性
化
再
生
法
の
本
来
の
考
え
方
は
全
く
逆
で
あ

る
。
様
々
な
利
害
関
係
者
が
集
ま
る
法
定
協
議

会
で
地
域
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
を
実
状
に
基

づ
き
議
論
（
激
論
？
）
し
、
そ
の
中
で
鉄
道
が

果
た
す
べ
き
役
割
や
そ
の
活
性
化
策
、
維
持
方

策
を
検
討
の
上
、
網
形
成
計
画
と
し
て
ま
と

め
、
策
定
後
は
計
画
に
従
っ
て
具
体
策
を
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
対

し
て
国
が
支
援
を
す
る
の
で
あ
る
。

養老鉄道養老駅。2 県 7 市町が手を組んで、公有民営型上下分離により存続決定
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５
．「
乗
っ
て
楽
し
い
」「
降
り
て
も
楽
し
い
」

　
　

鉄
道
に
変
え
て
い
く

こ
の
よ
う
な
制
度
の
建
て
付
け
と
、
本
稿
の

前
半
部
分
と
を
対
照
し
て
い
た
だ
く
と
、
何
を

な
す
べ
き
か
が
明
ら
か
に
な
る
。「
鉄
道
存
続

を
目
的
化
せ
ず
、
地
域
・
自
治
体
が
存
廃
問
題

に
主
体
的
に
対
応
す
る
」
た
め
の
作
戦
本
部
、

あ
る
い
は
取
締
役
会
と
し
て
法
定
協
議
会
が
活

用
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
で
は

な
く
利
害
関
係
者
間
で
き
ち
ん
と
し
た
合
意
を

形
成
す
る
た
め
に
、
協
議
の
方
法
も
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。「
私
は
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

自
慢
げ
に
語
る
人
が
時
々
い
る
が
論
外
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
毎
日
通
学
利
用
し
て
い
る
高
校

生
に
来
て
も
ら
い
、
卒
業
後
も
使
う
気
に
な
る

も
の
を
考
え
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
。
そ
し

て
、
協
議
す
べ
き
は
２
つ
。「
な
ぜ
鉄
道
を
残

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
地

域
全
体
で
意
識
共
有
で
き
る
か
」
と
「
利
用
し

て
も
ら
え
る
鉄
道
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
そ

れ
は
だ
れ
が
何
を
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る

か
」
で
あ
る
。
当
然
、
こ
の
２
つ
は
相
互
補
完

関
係
に
あ
る
。

鉄
道
存
廃
問
題
は
利
用
者
減
少
の
結
果
で
あ

る
が
、
根
本
的
に
は
、
地
域
住
民
や
来
訪
者
に

と
っ
て
鉄
道
利
用
が
選
択
肢
た
り
え
な
く
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
利
便
性
向
上
策
と
そ

の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
極
端
に
進
ん
だ
地
方

部
で
は
、
住
民
が
希
望
す
る
移
動
経
路
に
、
鉄

道
線
が
全
く
重
な
っ
て
こ
な
い
の
が
普
通
で
あ

る
。
重
ね
る
た
め
に
は
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
の
充

実
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
所
要
時

間
が
大
き
く
な
り
、
自
家
用
車
が
利
用
で
き
る

人
を
転
換
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
い
。

著
者
は
、
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
利
用

者
数
は
「
乗
っ
て
楽
し
い
」
と
「
降
り
て
も
楽

し
い
」
の
か
け
算
で
決
ま
る
と
述
べ
て
き
た
。

鉄
道
の
場
合
、
乗
車
を
ど
う
楽
し
く
す
る
か
、

そ
し
て
駅
と
そ
の
周
辺
を
ど
う
楽
し
く
す
る
か

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
、
鉄
道

事
業
者
や
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
広
く
地
域
の

皆
さ
ん
や
、
鉄
道
を
支
援
し
て
く
れ
る
方
々
に

考
え
て
も
ら
い
、
見
込
み
の
あ
る
も
の
は
実
行

し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
鉄
道
を
「
ま
ち
づ
く

り
、
む
ら
お
こ
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し
て
活

用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
公
有
民
営
型
上

下
分
離
ス
キ
ー
ム
が
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
に

お
気
づ
き
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
観
光
特
化
型
列
車
は
客
単
価
が
高
く

有
効
と
は
言
え
「
途
中
駅
で
の
下
車
が
少
な

い
」
の
は
い
た
だ
け
な
い
。「
乗
っ
て
楽
し
い
」

し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
著
者

自
身
、
某
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
駅
で
列
車
を
１

人
で
待
ち
受
け
、
た
く
さ
ん
の
方
が
駅
構
内
で

み
や
げ
を
買
っ
た
も
の
の
、
乗
降
は
ゼ
ロ
で
、

結
局
１
人
で
見
送
っ
た
経
験
が
あ
る
。
駅
前
に

は
待
ち
ぼ
う
け
の
タ
ク
シ
ー
し
か
お
ら
ず
、
街

に
も
人
は
ほ
と
ん
ど
歩
い
て
い
な
い
。
来
訪
者

が
駅
か
ら
出
ず
、
来
て
も
ら
う
誘
因
も
な
い
よ

う
な
状
況
で
、
こ
の
鉄
道
が
残
っ
た
意
味
は
何

な
の
か
、
今
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。

単
に
鉄
道
の
維
持
存
続
を
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
生
活
者
と
来
訪
者
の
両
方
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
鉄
道
と
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
広
が
る
地

域
公
共
交
通
網
を
地
域
み
ん
な
で
実
現
し
地
方

創
生
に
資
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
網
形
成
計
画

は
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
。
２
０
１
７

年
３
月
策
定
の
鳥
取
県
東
部
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
若
桜
鉄
道
線

の
維
持
に
重
点
を
置
い
た
計
画
か
ら
発
展
し
、

計
画
地
域
全
域
で
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
を
目
指

す
た
め
に
、
様
々
な
関
係
者
が
連
携
し
、
自
治

体
や
交
通
事
業
者
が
大
同
団
結
し
て
、
固
定
観

念
を
破
る
新
し
い
試
み
が
提
案
さ
れ
、
実
施
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

６
．
ア
ツ
イ
想
い
と

　
　

ク
ー
ル
な
戦
略
・
戦
術
を
持
っ
て

鉄
道
の
魅
力
の
源
泉
で
あ
る
「
凜
」「
泰

然
」。
こ
れ
ら
は
天
賦
の
も
の
で
は
な
い
し
、

パ
ッ
と
見
で
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
鉄

道
事
業
者
の
尽
力
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
識
や
行
動
が
あ
っ
て
こ
そ
発
揮
さ
れ
保

た
れ
る
。
そ
う
や
っ
て
維
持
さ
れ
る
鉄
道
が
移

動
の
基
幹
と
な
り
、
他
の
移
動
手
段
と
密
接
に

連
携
す
る
こ
と
で
一
体
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
機
能
す
る
。
そ
う
い
う
機
能
が
果
た
せ
る

鉄
道
が
、
存
続
す
る
権
利
を
得
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
生
活
・
交
流
に
お
け
る
活

用
法
や
、
各
自
が
維
持
の
必
要
性
を
自
覚
し
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
地
域
住
民
や

来
訪
者
に
も
認
識
さ
れ
利
用
を
喚
起
す
る
こ
と

で
、
鉄
道
は
持
続
可
能
と
な
る
。
そ
の
鉄
道
が

担
う
移
動
や
、
そ
れ
を
維
持
す
る
活
動
か
ら
生

ま
れ
る
「
絆
」
が
、
地
域
が
持
続
可
能
と
な
る

こ
と
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
を
や
っ
て
の
け
よ
う

と
ア
ツ
イ
想
い
を
た
ぎ
ら
せ
た
有
志
が
、
戦

略
・
戦
術
を
ク
ー
ル
に
考
え
実
施
し
、
想
い
の

輪
を
広
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
関

係
各
位
と
の
泥
臭
い
話
も
必
要
だ
し
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
で
顧
客
訴
求
力

と
経
営
効
率
向
上
に
努
め
る
必
要
も
あ
る
。
そ

こ
ま
で
頑
張
っ
て
初
め
て
、
鉄
道
存
廃
の
選
択

が
手
段
と
し
て
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
が
語
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
鉄
道
が
残
る
残
ら
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
鉄
道

は
、
維
持
は
本
当
に
大
変
だ
が
、
地
域
み
ん
な

で
一
所
懸
命
に
取
り
組
む
気
に
さ
せ
る
不
思
議

な
求
心
力
が
あ
る
。
支
援
体
制
が
う
ま
く
回

り
、
必
要
な
利
用
者
数
と
収
入
が
確
保
で
き
れ

ば
、「
凜
と
し
て
」「
泰
然
と
」
働
い
て
く
れ
、

こ
れ
ほ
ど
頼
り
に
な
る
ヤ
ツ
は
い
な
い
。
そ
し

て
多
く
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
で
鉄
道
が
地
域

を
支
え
、
地
域
が
鉄
道
を
支
え
る
と
い
う
構
図

が
で
き
て
い
く
。
そ
う
、
鉄
道
は
「
残
す
」
の

で
は
な
く
「
活
か
す
」
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な

各
地
の
現
場
で
想
い
の
輪
の
隅
っ
こ
に
混
ぜ
て

い
た
だ
き
、
非
力
な
が
ら
そ
れ
を
広
げ
て
い
く

手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
が
著
者
の
本
懐
で
あ
る
。

2012 年 4 月 1 日。この日から電車が走らなくなった長野
電鉄松代駅。住民が掲げた看板に著者は思わず涙
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１
路
線
だ
け
生
き
残
っ
た
鉄
路

長
野
県
上
田
盆
地
に
は
、
五
つ
の
路
線
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
ク
ル
マ
社
会
の

進
展
に
伴
い
昭
和
40
年
代
ま
で
に
次
々
と
廃

止
と
な
り
、
唯
一
残
っ
て
い
る
の
が
「
別
所

線
」
だ
。
上
田
と
信
州
最
古
の
温
泉
・
別
所

温
泉
を
結
び
、
旅
客
輸
送
を
確
保
で
き
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
48
年
、
輸
送

人
員
の
減
少
を
理
由
に
上
田
交
通
が
廃
線
を

表
明
。
沿
線
住
民
に
よ
る
存
続
運
動
が
起
こ

り
、
翌
49
年
、
国
と
県
に
よ
る
鉄
道
軌
道
欠

損
補
助
の
公
的
支
援
と
と
も
に
、
上
田
市
が

３
年
間
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
別

所
線
存
続
が
決
ま
っ
た
。

３
年
後
の
昭
和
52
年
に
も
、
沿
線
住
民
に

よ
り
存
続
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
点

で
は
上
田
交
通
の
営
業
努
力
で
赤
字
幅
が
減

少
し
て
い
た
た
め
、
廃
線
を
免
れ
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
昭
和
61
年
に
開
業
時
か
ら

走
っ
て
い
た
丸
窓
電
車
５
２
５
０
型
な
ど
旧

型
車
を
全
廃
し
、
架
線
電
圧
の
昇
圧
化
（
１

５
０
０
Ｖ
）や
東
京
急
行
電
鉄
か
ら
車
両
を

導
入
す
る
な
ど
し
て
近
代
化
を
図
り
、
さ
ら

に
上
田
市
の
支
援
に
よ
る
上
田
駅
の
高
架
化
、

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
開
始
な
ど
、
経
営
の
合
理

化
に
努
力
を
重
ね
、
苦
境
を
乗
り
越
え
た
。

し
か
し
平
成
14
年
10
月
、
国
が
実
施
し
た

「
安
全
性
緊
急
評
価
」
に
よ
り
10
年
間
で
15

億
の
安
全
投
資
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
上

田
交
通
は
県
と
市
に
公
的
支
援
の
陳
情
書
を

提
出
、
別
所
線
の
廃
止
論
が
再
浮
上
す
る
。

翌
15
年
６
月
に
は
上
田
市
長
を
本
部
長
と
す

る
「
別
所
線
存
続
緊
急
対
策
本
部
」
が
設
置

さ
れ
、
支
援
策
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

平
成
16
年
12
月
、
安
全
対
策
を
核
と
す
る

公
的
支
援
が
決
ま
り
、
上
田
市
と
上
田
交
通

は
「
別
所
線
の
運
行
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
た
。
ま
た
上
田
交
通
は
財
務
を
透
明

化
す
る
た
め
、
翌
17
年
10
月
に
鉄
道
部
門
を

分
社
化
し
て
「
上
田
電
鉄
」
を
設
立
し
た
。

協
定
に
よ
る
支
援
内
容
は
、
国
・
長
野

県
・
上
田
市
の
協
調
補
助
と
し
て
、
鉄
道
軌

道
近
代
化
設
備
整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て
は

上
田
市
が
独
自
に
か
さ
上
げ
し
、
国
庫
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
設
備
投
資
・
安
全
の
た
め

の
修
繕
に
対
し
て
は
上
田
市
が
全
額
負
担
し
、

事
業
者
負
担
は
な
し
と
す
る
。
ま
た
、
平
成

17
年
度
か
ら
は
運
行
経
費
の
補
助
も
開
始
さ

れ
、
鉄
道
用
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
や
都

市
計
画
税
、
償
却
資

産
の
う
ち
構
築
物
に

か
か
る
固
定
資
産
税

の
相
当
額
、
さ
ら
に

平
成
19
年
度
か
ら
は

駅
舎
の
固
定
資
産
税

相
当
額
も
支
援
の
対

象
と
し
て
追
加
さ
れ

た
。「
別
所
線
の
運

行
に
関
す
る
協
定

書
」
は
３
カ
年
ご
と

に
契
約
更
新
す
る
。
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上田電鉄株式会社 運輸部
運輸課長

矢澤 勉
Tsutomu YAZAWA

真田幸村の赤備えをイメージした「さなだどりーむ号」

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

上田電鉄別所線は、長野県上田市の
上田駅と別所温泉駅を結ぶ 11.6㎞の路線だ。
利用者の減少が続き、幾度か廃止論が持ち上がる中、
平成 16 年、新たな公的支援の導入により存続が決まった。
自治体と鉄道事業者、そして住民による支援団体の
三位一体で、鉄道の再生・維持、そして活性化への歩みを進めている。

地域とともに
活性化の道を歩む
上田電鉄

別所温泉

青木線
昭和 13年廃止

別所線

北東線
昭和 47年廃止

丸子線
昭和 44年廃止西丸子線

昭和 38年廃止

上
田
原

上
田

青
木

西丸子

本原

傍陽 真
田

丸子町

北陸新幹線

しなの鉄道

大屋

上田東

下之郷



地
域
の
人
々
の
支
援
活
動

幾
度
も
存
続
の
危
機
が
持
ち
上
が
る
中
、

別
所
線
が
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
き
た
の
は
、

コ
ス
ト
削
減
の
ほ
か
、
増
発
や
長
野
新
幹
線

（
現
・
北
陸
新
幹
線
）
と
の
接
続
ダ
イ
ヤ
な

ど
、
利
便
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
重
ね
て

き
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
も
歴
史
が
古
い
「
別
所
線
電

車
存
続
期
成
同
盟
会
」
や
、
現
在
、
中
心
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
実
行
し
て
い

る
「
別
所
線
の
将
来
を
考
え
る
会
」
な
ど
、

相
次
い
で
結
成
さ
れ
た
住
民
に
よ
る
支
援
団

体
が
上
田
市
長
や
市
議
会
に
陳
情
を
行
う
な

ど
広
げ
て
い
っ
た
活
動
が
、
存
続
を
実
現
さ

せ
る
力
と
な
っ
た
。

「
住
民
か
ら
声
が
上
が
り
、
働
き
掛
け
、

市
が
動
い
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
地
域
の
皆
さ

ん
の
支
援
で
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
」
と
上
田

電
鉄
運
輸
部
の
矢
澤
勉
運
輸
課
長
は
語
る
。

平
成
17
年
２
月
に
は
、
こ
う
し
た
25
の
支

援
団
体
に
よ
り
「
別
所
線
再
生
支
援
協
議

会
」
が
設
立
、「
上
田
電
鉄
別
所
線
再
生
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
同
計
画
に
基
づ
き
、

国
・
県
・
市
の
協
調
補
助
に
よ
る
安
全
対
策

お
よ
び
設
備
投
資
補
助
、
関
係
団
体
と
連
携

し
た
利
用
促
進
活
動
な
ど
の
再
生
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
。

別
所
線
は
上
田
市
域
の
み
の
路
線
な
の

で
、
上
田
市
単
独
で
決
定
で
き
た
こ
と
も
公

的
支
援
の
厚
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
は
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、

地
域
に
と
っ
て
観
光
や
環
境
、
教
育
の
面
で

も
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
維
持

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
思
い

で
、
別
所
線
の
再
生
・
維
持
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
矢
澤
課
長
は
語
っ
て
い
る
。

「
乗
っ
て
残
そ
う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

輸
送
人
員
は
、
別
所
線
再
生
支
援
協
議
会

を
中
心
と
し
た
利
用
促
進
活
動
の
結
果
、
平

成
18
年
に
は
10
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
で
一
時
期
減
少

し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
再
び
数
字
を

伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

別
所
線
の
利
用
促
進
は
「
乗
っ
て
残
そ

う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
、
交
通
事
業

者
、
地
域
の
住
民
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
１
年
間
有
効
で
通
常
よ
り

も
割
引
率
（
15
％
）
が
高
い
自
治
会
回
数
券

「
マ
イ
レ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
」
や
し
な
の
鉄
道
と

別
所
線
が
利
用
で
き
る
「
軽
井
沢
・
別
所
温

泉
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
な
ど
企
画
切
符
の
販
売

や
３
駅
に
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
無
料
駐
車

場
を
整
備
し
、
利
用
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
も
、
駅
長
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
や
電
車
貸
切
ラ
イ
ブ
、
沿
線
写
真
撮
影
会

な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

車
両
や
駅
舎
の
改
善
も
進
ん
で
い
る
。
平

成
17
年
に
は
丸
窓
電
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
ま
る
ま
ど
り
ー
む
号
」、
平
成
20
年
に
は
画

家
の
原
田
泰
治
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ラ
ッ
ピ

ン
グ
電
車
「
自
然
と
友
だ
ち
１
号
」「
自
然

と
友
だ
ち
２
号
」
が
運
行
を
開
始
。
平
成
27

年
３
月
に
は
地
元
の
戦
国
武
将
真
田
幸
村
の

赤
備
え
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
さ
な
だ
ど
り
ー

む
号
」
が
運
行
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
別
所
温
泉
駅
の
駅
舎
は
大
正
期
の

建
築
美
を
活
か
し
た
ま
ま
、
平
成
20
年
に
改

修
。
改
札
で
は
、
は
か
ま
姿
の
女
性
駅
長
が

乗
降
客
を
出
迎
え
、
温
泉
ま
ち
の
雰
囲
気
を

盛
り
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
温
泉
旅
館
な
ど

は
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た

め
、
上
田
市
は
市
営
の
温
泉
施
設
を
駅
前
に

新
築
・
移
転
。
同
年
、
駅
近
く
に
日
帰
り
温

泉
施
設
が
開
業
し
た
。

別
所
線
沿
線
に
光
を
あ
て
る

平
成
28
年
度
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
影
響
で
上
田
市
内
の
観
光
客
が
激
増

し
、
別
所
線
の
輸
送
人
員
は
15
年
ぶ
り

に
１
３
０
万
人
に
回
復
し
た
。

「
今
ま
で
は
『
乗
っ
て
残
そ
う
』

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
『
乗
っ
て
活

か
そ
う
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い

く
。
別
所
線
に
乗
っ
て
人
が
動
く
こ
と
が
沿

線
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
別
所
線
を
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
矢
澤
課
長
は
抱

負
を
語
る
。

起
点
の
上
田
駅
か
ら
終
点
の
別
所
温
泉

駅
、
そ
の
途
中
駅
の
「
地
域
の
魅
力
」
の
掘

り
起
こ
し
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
昨
年
は

長
野
大
学
と
連
携
し
て
、
学
生
た
ち
が
地
域

の
知
ら
れ
ざ
る
名
所
や
グ
ル
メ
を
発
掘
し
て

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
た
。

別
所
線
に
対
し
て
は
、上
田
市
民
の
間
で
も

居
住
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
温
度
差
が
見
ら
れ
る
。

「
千
曲
川
を
挟
ん
だ
逆
側
を
生
活
圏
と
す

る
人
た
ち
に
と
っ
て
別
所
線
は
な
じ
み
が
薄

い
。
観
光
客
誘
致
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、

そ
う
い
う
方
々
に
も
、
も
っ
と
親
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
沿
線
の
『
地

域
の
魅
力
』
を
見
つ
け
、
発
信
し
て
、
鉄
道

と
し
て
の
存
在
意
義
を
磨
い
て
い
き
た
い
」

と
矢
澤
課
長
は
語
る
。

輸
送
人
員
回
復
は
快
挙
と
も
言
え
る
が
、

路
線
維
持
の
た
め
、
さ
ら
な
る
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
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■別所線への設備投資に対する補助金額
 

 平成 16 1,340 670 10,318 12,328

 平成 17 2,159 1,080 6,925 10,164

 平成 18 2,017 1,009 9,561 12,587

 平成 19 4,602 2,247 11,789 18,638

 平成 20 4,961 2,234 8,894 16,089

 平成 21 2,766 1,018 6,730 10,514

 平成 22 2,943 1,471 10,881 15,295

 平成 23 2,497 1,232 10,665 14,394

 平成 24 2,318 1,159 11,467 14,944

 平成 25 3,658 1,744 7,117 12,519

 平成 26 4,837 2,419 7,256 14,512

 平成 27 2,675 1,337 4,012 8,024

 平成 28 3,887 1,943 5,830 11,660

 計 40,660 19,563 111,445 171,668

年度 国 長野県 上田市 計

（上田市ホームページ『別所線にのろう！』資料をもとに作成） （万円）
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■別所線再生計画時における予測値と別所線輸送実績

当初予想（対策なし）

（上田市ホームページ『別所線にのろう！』資料をもとに作成）



東
北
新
幹
線
か
ら
青
い
森
鉄
道
の
快
速
「
し
も

き
た
」
に
乗
り
継
ぐ
予
定
で
降
り
立
っ
た
、

八
戸
駅
の
在
来
線
ホ
ー
ム
。
右
手
に
は
「
Ｊ
Ｒ
」
と

書
か
れ
た
白
地
に
緑
の
縁
取
り
の
電
車
。
左
手
に
は

青
い
森
鉄
道
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
モ
ー
リ
ー
が
描
か

れ
た
青
い
電
車
。
迷
い
も
せ
ず
に
モ
ー
リ
ー
に
乗
り

込
み
出
発
を
待
っ
て
い
る
と
、
予
定
時
刻
に
発
車
し

た
の
は
Ｊ
Ｒ
と
書
か
れ
た
方
。
あ
っ
ち
が
「
し
も
き

た
」
?!

総
延
長
は
１
２
１
・
９
㎞
。

ど
こ
で
、
何
す
る
？

快
速
「
し
も
き
た
」
は
、
八
戸
駅
か
ら
野
辺
地
駅

ま
で
は
青
い
森
鉄
道
だ
け
れ
ど
、
野
辺
地
駅
か
ら
先

は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
に
入
る
電
車
。「
Ｊ
Ｒ
」
と
書
か
れ

た
車
体
は
、
ど
う
や
ら
そ
の
た
め
。

青
森
駅
か
ら
八
戸
駅
を
通
っ
て
目
時
駅
ま
で
を
つ

な
ぐ
青
い
森
鉄
道
の
総
延
長
は
１
２
１
・
９
㎞
、
片※

道
２
時
間
10
分
。
途
中
の
八
戸
駅
か
ら
青
森
駅
ま
で

で
も
１
時
間
30
分
。
運
行
が
１
時
間
に
１
本
の
時
間

帯
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
乗
り
継
ぎ
に
は
十
分
注
意
す

る
べ
き
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
幸
運
な
こ
と
に
次
の

電
車
の
発
車
は
30
分
後
。
今
日
の
プ
ラ
ン
を
立
て
る

時
間
を
も
ら
っ
た
と
思
え
ば
、
ま
あ
い
い
か
。

参
考
に
す
る
の
は
事
前
に
青
い
森
鉄
道
の
方
に
い

た
だ
い
た
沿
線
の
見
所
リ
ス
ト
と
沿
線
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
青
い
森
鉄
道
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ツ
ア
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」。

電
車
の
時
間
を
考
え
る
と
、
途
中
下
車
で
き
る
駅
は

限
ら
れ
る
。
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
30
分
経
過
。
電
車
が
出
発
。

駅
周
辺
の
住
宅
地
以
外
、
車
窓
の
景
色
は
田
ん
ぼ

か
畑
か
森
か
林
。
青
い
森
鉄
道
の
名
前
の
通
り
、
夏

の
強
い
日
差
し
の
下
、「
青
」
々
と
生
い
茂
っ
た

「
森
」
林
の
間
を
突
っ
切
る
よ
う
に
走
っ
て
い
く
。

駅
と
駅
と
の
間
隔
も
長
い
と
な
れ
ば
、「
一
駅
先
ま

で
歩
い
て
向
か
う
」
の
は
到
底
無
理
。
こ
れ
は
い
よ

い
よ
、
降
り
る
駅
を
厳
選
し
な
い
と
。

暑
か
ろ
う
と
寒
か
ろ
う
と
温
泉
に
は
入
り
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
浅
虫
温
泉
駅
で
の
下
車
は
決
定
。
観

光
施
設
の
多
い
青
森
駅
周
辺
も
ゆ
っ
く
り
見
た
い
。

と
な
れ
ば
、
降
り
ら
れ
る
の
は
あ
と
１
駅
か
２
駅
程

度
。
迷
う
間
も
電
車
は
ど
ん
ど
ん
走
っ
て
い
く
。

焦
っ
て
目
を
走
ら
せ
た
リ
ス
ト
の
中
、「
日
本
最
古
」

の
文
字
を
発
見
。「
日
本
最
古
の
鉄
道
防
雪
林
」、
最

寄
り
駅
は
野
辺
地
駅
。
決
め
た
、
野
辺
地
駅
に
降
り

る
！

防
雪
林
は
防
「
暑
」
林

野
辺
地
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
つ
と
、
線
路
を
挟
ん
で

向
こ
う
側
に
杉
木
立
と
「
日
本
最
古
の
鉄
道
防
雪

林
」
の
大
き
な
看
板
。
さ
っ
そ
く
駅
を
出
て
歩
く
こ

と
約
10
分
。
線
路
に
平
行
し
て
広
が
る
防
雪
林
は
、

入
っ
て
は
い
け
な
い
所
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ

う
な
、
不
思
議
な
感
覚
。
普
段
、
あ
ま
り
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
位
置
か
ら
駅
を
見
ら
れ
る
の
も
面
白
い
。

し
か
も
、
一
旦
、
防
雪
林
の
中
に
一
歩
入
る
と
、

立
っ
て
い
る
だ
け
で
汗
が
流
れ
出
る
よ
う
な
、
北
国

青
森
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
が
一
転
、
す
っ
と

涼
し
い
風
が
吹
き
寄
せ
て
く
る
。
直
線
距
離
は
た
い

し
て
離
れ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
と
防
雪
林
だ
け
れ
ど
、

気
温
は
防
雪
林
の
中
の
方
が
断
然
低
い
。
強
風
多
雪

か
ら
線
路
を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
防
雪
林
。
雪
の

な
い
真
夏
の
今
は
、
防
「
雪
」
林
と
い
う
よ
り
防

「
暑
」
林
。
線
路
と
並
行
し
て
い
る
し
、
次
の
駅
ま

※直通列車はなく、
八戸駅で乗り換えが必要。

青い森鉄道株式会社

八戸駅に停車中の青い森鉄道の電車。車体
にはモーリーの姿が。

連
　
載文・写真　松澤美穂

北
国
と
は
思
え
な
い
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
。

涼
し
さ
を
く
れ
る
の
は
、

線
路
を
守
る
木
々
の
木
陰
に
、

漁
船
、
温
泉
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
。

※直通列車はなく、

青い森鉄道線
【あおいもりてつどうせん】

青森駅から目時駅までを２時間 10 分で結
ぶ。※ 通勤・通学利用
に加え、浅虫温泉や
下北半島への観光客
のアクセス拠点とし
ても利用されている。

大湊線

八戸線

東北新幹線

青
森

浅虫温泉

野辺地

乙供

三沢三沢

上北町上北町

下田

八戸

剣吉

三戸

目時

小湊

新
青
森

IGR
いわて銀河鉄道
IGR
いわて銀河鉄道
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で
続
い
て
い
た
ら
、
一
駅
く
ら
い
歩
け
た
か
も
し
れ

な
い
。

駅
ま
で
の
道
の
暑
さ
、
ホ
ー
ム
の
暑
さ
を
思
い
、

電
車
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
防
雪
林
の
中
で
涼
ん

で
、
駅
に
戻
る
。

陸
奥
湾
を
ど
こ
か
ら
眺
め
る
？

今
度
は
、
野
辺
地
駅
か
ら
浅
虫
温
泉
駅
へ
向
か

う
。
浅
虫
温
泉
駅
の
手
前
で
は
、
車
窓
か
ら
「
一

瞬
」
陸
奥
湾
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
見
逃
さ
な

い
よ
う
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、
視

界
が
パ
ッ
と
開
け
、
陸
奥
湾
が
広
が
る
。「
見
え

た
！
」
と
い
う
感
動
も
束
の
間
、
そ
の
姿
は
す
ぐ
に

道
路
や
建
物
に
か
き
消
さ
れ
、
電
車
は
浅
虫
温
泉
駅

に
滑
り
込
む
。

陸
奥
湾
の
景
色
を
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
眺
め
た
い
。

駅
を
出
る
と
、
何
は
と
も
あ
れ
海
岸
に
直
行
。
駅
前

の
ゆ
う
や
け
道
橋
を
渡
る
と
、
目
の
前
に
、
湯
の
島

や
裸
島
と
い
っ
た
島
々
を
抱
く
陸
奥
湾
の
姿
。
も
っ

と
綺
麗
に
見
え
る
場
所
は
な
い
か
、
観
光
マ
ッ
プ
を

眺
め
つ
つ
歩
い
て
い
る
と
…

「
遊
覧
船
、
乗
っ
て
い
か
ん
？　

島
を
回
る
よ
」。

突
然
、
お
じ
い
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
。「
ど
こ

か
ら
出
る
ん
で
す
か
？　

出
発
時
間
は
？
」
と
聞
く

と
、「
す
ぐ
出
す
よ
ぅ
」
と
手
招
き
。
招
か
れ
た
先

に
あ
っ
た
の
は
、
小
さ
な
漁
船
。
ニ
コ
ニ
コ
と
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
差
し
出
す
お
じ
い
さ
ん
に
、「
漁

船
は
恐
い
か
ら
遠
慮
し
て
お
き
ま
す
」
と
は
言
え

ず
、
船
に
乗
り
込
む
。

小
さ
な
漁
船
は
海
面
が
近
く
、
体
感
速
度
は
か
な

り
速
い
。「
や
っ
ぱ
り
怖
い
」
と
硬
く
な
っ
て
い
る

と
、
ふ
っ
と
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、「
え
ぇ
、
右
手
に

見
え
ま
す
の
が
ぁ
、
湯
の
島
で
ぇ
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
観
光
案
内
が
始
ま
る
。
独
特
の
節
回
し
で
歌
う

よ
う
に
語
ら
れ
る
解
説
に
聞
き
惚
れ
て
い
る
う
ち

に
、
景
色
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
。
風
を

切
っ
て
走
る
漁
船
の
ス
ピ
ー
ド
も
気
持
ち
よ
く
な

り
、
怖
か
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
。
も
っ
と
乗
っ
て
い

た
い
と
思
う
こ
ろ
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
終
了
。

船
を
降
り
、
風
の
な
い
陸
地
に
立
つ
と
、
思
い
出

し
た
よ
う
に
汗
が
じ
ん
わ
り
。
潮
風
も
浴
び
た
こ
と

だ
し
、
温
泉
に
入
ろ
う
。

温
泉
、
そ
の
後

日
帰
り
入
浴
が
で
き
る
施
設
の
う
ち
、
大
浴
場
か

ら
の
眺
め
が
良
さ
そ
う
な
ホ
テ
ル
を
選
択
。
一
日
乗

車
券
「
青
い
森
ホ
リ
デ
ー
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
の
特
典

で
、
バ
ス
タ
オ
ル
が
借
り
ら
れ
る
の
も
嬉
し
い
。

大
浴
場
は
最
上
階
。
平
日
昼
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
湯
船
に
は
先
客
の
姿
が
チ
ラ
ホ
ラ
。
ガ
ラ
ス
張

り
の
窓
の
外
、
一
面
に
陸
奥
湾
が
広
が
る
。
海
上
か

ら
眺
め
る
陸
奥
湾
も
良
か
っ
た
け
ど
、
温
泉
に
浸
か

り
な
が
ら
見
下
ろ
す
陸
奥
湾
も
、
ま
た
格
別
。

さ
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
汗
を
流
し
た
後
は
、
駅
前
に

あ
る
道
の
駅
「
ゆ
〜
さ
浅
虫
」
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
ぱ
く
り
。
温
泉
に
入
っ
て
、
湯
上
が
り
に
ア
イ
ス

を
食
べ
る
。
あ
ぁ
極
楽
、
極
楽
。
い
い
気
分
で
道
の

駅
を
ぶ
ら
つ
け
ば
、
定
番
の
お
土
産
物
に
加
え
、
地

元
産
の
新
鮮
野
菜
が
格
安
で
ず
ら
り
。
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
見
る
予
定
。
野
菜
な
ん

て
買
っ
た
ら
荷
物
が
重
く
な
る
。
で
も
、
今
買
わ
な

き
ゃ
も
う
買
え
な
い
。

買
う
べ
き
か
、
買
わ
ざ
る
べ
き
か
。
制
限
時
間

は
、
電
車
が
来
る
ま
で
、
後
15
分
。

ゆうやけ橋に登ると、陸奥湾が見えてくる。 「日本最古の鉄道防雪林」。中はひんやり涼しい。

「ゆ～さ浅虫」のカシスのソフトクリーム。
カシスは青森県産。

青森駅からは、真っ白な青森ベイブリッジと電車を一緒に撮影
できる。

漁船から見る陸奥湾の湯の島。流れるような観光案内も楽しい。
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豊
橋
市
内
に
本
社
を
置
く
豊
橋
鉄
道

は
、
大
正
十
三
年
に
「
豊
橋
電
気
軌
道
」

と
し
て
創
立
し
、
翌
大
正
十
四
年
七
月

十
四
日
に
、
駅
前
（
吉
田
）

－

神
明

－

札

木
間
お
よ
び
神
明

－

柳
生
橋
間
が
開
業

（
後
半
の
路
線
は
本
図
に
載
る
が
後
に
廃

止
）。
現
在
は
駅
前
か
ら
東
部
の
運
動
公

園
前
、
赤
岩
口
を
結
ぶ
路
面
電
車
と
し

て
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
に
向
か

う
市
民
の
足
に
な
り
、「
市
電
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。

特
に
市
役
所
前
付
近
は
、
車
の
行
き
交

う
国
道
一
号
線
の
真
ん
中
を
悠
然
と
走
行

す
る
の
は
、
唯
一
で
珍
し
い
。
こ
れ
が
市

内
線
（
本
線
）
で
あ
る
。

一
方
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
に
名
古
屋

鉄
道
か
ら
新
豊
橋

－

三
河
田
原
間
（
渥
美

線
）
を
譲
り
受
け
、
大
き
く
進
展
を
遂
げ

る
。田

原
藩
と
し
て
栄
え
た
田
原
市
が
中
核

と
な
り
、
田
原
城
跡
や
幕
末
に
活
躍
し
た

文
人
画
家
・
洋
学
者
で
あ
り
家
老
の
渡
辺

崋
山
に
関
す
る
史
跡
（
宅
跡
）
が
残
さ
れ

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。地図情報センター理事。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

豊
橋
市
と
そ
の
附
近

連載─第�回

豊
橋
市
を
中
心
と
せ
る
名
所
交
通
鳥
瞰
図



31 MINTETSU AUTUMN 2017

て
い
る
。「
鷹
見
泉
石
像
」（
国
宝
）「
四
季

山
水
画
冊
」「
千
山
万
水
図
稿
」「
四
州
真

景
図
巻
」「
毛
武
游
記
」
な
ど
で
著
名
だ
。

さ
て
、
話
を
戻
し
て
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
赤
羽
根
の
花か

き卉
園
芸
地
帯
へ
と
続

き
、
先
端
の
伊
良
湖
岬
の
旅
情
が
誘
う
。
　

特
異
な
大
胆
な
構
図
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
太
平
洋
側
沿
岸
寄
り
、
豊
橋
上
空
か

ら
俯
瞰
し
、
中
央
部
を
豊
橋
市
街
地
が
図

全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
鳥
瞰
図
な

の
に
平
面
地
図
と
し
て
役
割
を
果
た
し
そ

う
で
あ
る
。
豊
川
の
ほ
と
り
に
は
吉
田
城

跡
（
一
五
〇
五
年
築
城
）
と
堀
割
を
立
体

図
化
し
、
明
治
天
皇
行
在
所
聖
蹟
地
や
吉

田
神
社
境
内
を
示
す
。

軍
事
の
要
衝
だ
け
に
、
連
隊
司
令
部
や

練
兵
場
、
工
兵
大
隊
舎
、
騎
兵
連
隊
舎
な

ど
の
施
設
も
多
い
。
ぐ
る
り
を
取
り
囲
む

の
は
、
豊
川
稲
荷
や
本ほ

ん
ぐ
う宮
山
、
鳳ほ

う
ら
い
じ

来
寺

山
、
石
巻
山
、
岩
屋
観
音
の
姿
だ
。

図
隔
の
左
端
に
は
、
渥
美
湾
と
伊
勢
湾

を
配
置
し
、
画
室
の
あ
っ
た
日
本
ラ
イ
ン

や
遠
く
朝
鮮
半
島
の
釜
山
を
、
右
端
に
は

浜
名
湖
の
遥
か
遠
く
に
は
、
象
徴
と
し
て

の
富
士
山
を
入
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
図
の
他
に
は
初
三
郎
作
品
に

は
、
昭
和
二
十
五
年
秋
作
画
「
と
よ
は
し
」

（
豊
橋
市
鳥
瞰
図
、
豊
橋
市
役
所
発
行
。

京
都
の
観
光
社
作
製
）
が
あ
る
。
ほ
ぼ
構

図
は
同
じ
だ
が
、
戦
前
・
戦
後
の
比
較
や

交
通
路
網
を
知
る
よ
す
が
と
な
る
。

『豊橋市とその附近
［豊橋市を中心とせる名所交通鳥瞰図］』
（昭和 5〈1930〉年 4 月発行）
豊橋商工協会　発行
東京市麻布区笄町 81　大江印刷（株）印刷

豊橋鉄道株式会社
Toyohashi Rail Road Co.,Ltd．

設立：大正 13 年 3 月 17 日
本社：豊橋市駅前大通 1 丁目 46 番地 1

　豊橋駅から延びる二つの路線を持つ豊橋鉄道。「市電」の愛
称で市民に愛される東田本線（市内線）は、駅前－赤岩口間
4.8㎞と井原－運動公園前間 0.6㎞、計 5.4㎞（停留場数 14）
の路線で、平成 20 年には狭軌用として初の純国産全面低床
車両「ほっトラム」を導入した。東海地方に残る唯一の「路
面電車」として、まちづくりや観光面でも豊橋市のシンボル
となっており、中でも車内でおでんを楽しめる冬季限定の「お
でんしゃ」や夏季限定の「納涼ビール電車」など企画電車は、
県内外から多くの観光客を集めている。
　また、田原市へ延びる鉄道の渥美線では、平成 25 年より渥
美半島の花々
をデザインし
た「渥美線カ
ラフルトレイ
ン 」 を 運 行。

「渥美半島菜
の 花まつり」
や「渥美半島
菊花大会」な
ど地域のイベ
ントをバック
アップ、盛り
上げている。

地域とともに歩む、
豊橋のシンボル「路面電車」
と鉄道の「渥美線」。

豊橋鉄道株式会社

豊橋

名
鉄
豊
橋

東海道線

名鉄名古屋本線

東海道新幹線

渥美線

市
内
線（
路
面
電
車
）

三
河
田
原

大
清
水

高
師

新
豊
橋
駅前

愛
知
大
学
前

南
栄

札
木

豊
橋
公
園
前 東

田
坂
上

競
輪
場
前
運
動
公
園
前

井
原
赤
岩
口
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上／烏川橋梁を渡る「ぐんまちゃん列車」（上信電鉄）
下／荒砥川橋梁を渡る 700 形（上毛電気鉄道）


